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（主要記事）

第3回<30周年記念〕懸蝋論文入選發表･…．｡…･……"･……..…･…･…（表2）
第3回懸覚論文入選作品（特選〕

我が園林野行政の震劉謝随震と..………..…….,..…….護藤治一郎（1）その具現方策について
× × ×

三一卜而立･……･……………･…･……･……………･佐藤郷太郎（1の
× X ×

侵蝕防止法の一案…･…･“･････…･……･･･…･…････､．……･平田徳太郎〔動
ぶたたび間伐について．…………･･･…･…･…………･……中村蟹太郎<14）

昭難謹綴蕊羅る主翼森林……………齋藤孝藏唖）
× X ×

誌上討論一一木材利用の合理化は如何にあ為べきか？･･･…･…････…･･･…〔19）

鰯縫蝋霊轤職菱鵬)･高須力・
× × ×

會員の雛－－森林法雑談････…･･･…･･･…････…･………･･･占部武之（35）
質疑懸答--一シキミの果礎利用・からまつの喪きつけ床の無日除･…“（36）

第2回誌上討論原秘募集･･…．．…．．………･…･…･･･…｡,……･…････（34）
アメリ｜力便り･･･…････…．．"…?．．…･･……･…････…鯉谷 勉礒3う
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◇懸賞論文入選發表◇

本會擁3回兼30周年記念（農林省後媛）懸賞論文は昨秋來各審査員に依って嚴正

な審査を重娘て参bまし↑こが去る12月17日最維審査會に於て次の邇ウ入選を決定さ
れ戎しだ。

筒入選者に對する表彰は來3月開催豫定の30周年記念式典に於て鍵行します。

祇閲法人 日本林業技術協會昭和27年1月

記

特賞農林大臣賞（副賞一萬圃）献圃法人日本治山治水協會遠藤治一郎氏

一席 林野應長官賞（副賞一萬回） 名古屋誉林局瀧川岩雄氏

二席 賞金五千回 宇都宮大學盤學部大崎六郎氏
林野腫計鐙課小松籏三氏

三席 賞金武千剛 庚島縣佐ｲ醗膨<"W. 岡田能成氏
（頑島縣)原町誉林署瀧澤 要氏

名古屋管林局溌住芳一氏

〔選後評〕

(佐永義夫氏、急テンポを以て愛郷する11k界備勢並に日本の情勢に臘連し、しかももつと科學的に堀り下けた論文が
ほしいと恩ひました。餘りにも表面的で風つ今日迄言ひ古るされた事項が多くを占めて居ました。勿論こｵ鐸はそ

れぞれの意義を持ち早急にf蝿さるべきものではありますが。

(小ﾉll保男氏）全般に問題の指摘に維始し自己の創見に乏しい。林業と艇業との關蓮性に濁する關心力燕い。文章が
練れ筵ぃないもの力婆い。

磯逢秀俊氏）何れも林野行政につL,ての諭錐を説く力作であるが､邇じてそ①説くところは大同小異で恐らく專問
家の間涯は常識的なことが多いのではあるまいか。銅*生態力の向止が中心課題であって従って林業技術、民有林

對策に關する諭紫が多いのは肯けるが、圃有林の在!〕方、山元から市場までの流通過程、償機政策にふれるところ

少いのは物足りない。さらには國民継濟の動椥と林業との棚係、森林所有者の問題について透微せる穣討なくして

は林業間髄の根本的解決はむずかしいのでばあるまいか。

朧巻吉生氏）林晦行政の重鮎事項としていろいろな鮎にふれたのと、一つの事を取り上げて細かく稔尉したのと二
つの種類に分かれて居る様である。どの行き方を取るか雁よって結論がちがって来る（募集のときにもう少し要領

をつかませた方が良かった〕｡しかし何れにしてもよく勉強されて立眠な論文がある。

全澄を通じての感想は、遥林の問題を電鮎中の籏鮎にとり上げていることにねらひを誤っていないものと老へる。
(松川恭佐氏）論題は全面論とも局部論とも限定してゐないから以上各編災的はずれはない。しかし概して列蕊ち式

によったものは項目が犬同小異で且深味#c乏しい。局限した題目を擬へたものは特長があり喪込んでゐる。

しかし全燈を邇じて新味は極めて乏しい。健秀と恩ふものは熊い･これも料蝋I政の鳴牲に因るものであらうか。

或は賢者は獣して語らざるのであらうか。

(村上龍太郎氏､浦定3－る程の論文はない｡税制､金融､勝來の林政をも少し大局から把握すべきだが、一段“､観
黙から見ればよく勉狼して居てよい論が多い。

(藤村重任氏）概して經濟性の分析不十分の観があって、林政の勝来を開拓するの新味が少なかったのは遺憾である。
從って具患策は何れも翻念的旋陥ってゐるし〔核心をついていない篤)論旨の表現は低調であった。

(三浦辰雄氏）概して現状の説明に絡始し､劉期的創意艇よる具現紫もない。何れも從來から老へられ叉は唱えられ
ている範園を出でないように認められる。

(早尾丑麿闘雛往の女献等を魔く通讃して巧に販誕めたものが多いのでその巧拙によって差等を生じた。但し特殊
の問題を扱ったものには鋪自の研究のあったのは嬉い､が､今一歩前進して欲しかった。

（長谷川孝三氏）危殆腫頻した我國林業を對象として林野行政上の施莱を峰したものと､施鍍の重識として唯一つ
登選び出したものL二種に大別することが出来る。前者は施策の「真鰯方紫1について億何れの論文も少しづL鼠
物足りなし噸あり後者は得意のもの一つを採りあげた關係か喪料を蒐集して諭旨も窪まっているが偏し過ぎでゐる

感がある。
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目 次

緒 言

緊急對策

基本的施策

結． 言

拾倣年は要す石o今回の改正森林法の要諦する伐採の錨別

これこそ蓄職の減少防止にもまだ生長量の増弧にも速效が

あ這ことは容易に誰にでも判って居たところである。伐り

放題伐らせておいて、態伐る木がなくなってから伐採の規

制とは柳力延い、逵林臨時措置法と同時に否それより先き

に緊急伐採規制露（假稲〕でも施行すべきであった、然し

これは愚痴である､兎も角も待望の森林法改正が行ほれた

のであるから今後如何にすべきか時課題である、以下項を

別けて論ずることとする。

《
】 １

２
３
４

』

(1)緒 言

敏正森林法はその第一條で「森林の保綴端蕊と森林生産

力の増進とを圃り、もって國土の僻釜と國民經濟の蕊展と

に蟹することを目的とする」と規定して居る、即ち林野を

保全し森林の持つ公益的機能の維獺曾進を岡ると共に森林

生産を職風しこれ力剰用の合理化を闘って國民經濟の振興

に寄與すると共に一面これに依存する他産業の保障をもな

すにある。從って「林野行政の重職施錐とは」との間に對

し最も端的に答えるならば「主として森林法の期待する目

的達成のための施策」と云ふことができよう。即ち公益面

としての國土保全､公安、公益の|齢珊進と經濟面として

の林莱振興のための諸施策と云ふことができる。

絡職後早'くも6ヶ年を經過し、風の性椛の鍵革に對懸し

ての文化國家建設上必要であるとして諸般の制度は改正せ

られ、中には行き過ぎのため復元的に再改正を見たものさ

えあるのに拘らず林野行政の面においては、未だ根本的な

何等の改正も行はれていなかった、然し本来ならば森林法

は夙に改正さるべきであった。戦後において木材の需要が

激潮するであろうことは充分溌知されたところであって、
唾

朝鮮の動剛に依る特需が起らなくとも、戦時の過伐に依り

蓄横が箸減して居る上に國土の46％森林識源の33％を喪

失して如何にして復興に件ふ各種の需要を充すべきか、勢

い森林が裸になる迄伐，識されるであろうことは充分溌想

されて居たことであった。伐採跡地、無立木地の要遥林地

に急速篭林を行ふことば、國土の緑化､遊休地の生窪地化

の上から緊急でほあるが木材･の需要に職ずるには勘くとも

！ （2）緊急對策

第一消極施策

先づ第一は林産物の消費節約と利用合理上をなすべきで

あって､これは用材と､薪淡材.とに別けられねばならない。

（イ）用材の消菱節約と利用の合理化

現時における用材利用の大宗は建築用制.であり次はパ

ルプ用材、次は杭木用材､梱包用材の順であるが經濟安

定本部鋪二課の調査に依る昭和26年度の需要量調べに

依れば建築用材28,800千石、パルプ12,000千石、杭

木10,“0千石、梱包用9,700千石その他で合計92,280

千石となっておる。これ等用材の消我節約、利硝合理化

の具艘的方法については素人である私には一々指滴する

ことはできないので專問の研究に俟つこととするが、假

へぱ建築用材に對してほ一般住宅の規絡化､不燃焼用材
の使ﾊ1普及、土工用材杭木の防腐、蹴柱の防腐及び「コ

ンクリート」化梱包材の「〆シポール」使用鱒換等は卑

近に老へられることでありまた醜に没施せられつ上もあ

るこれを徹底することに依って假bに一割の節約或は代

用化ができるとすれば年額4,5百蕊石の節約が可能であ

ろう。

また磯材利用の問題も大きな問題であるb農林省林業

試験場で發表した昭和24年度の推定駁材過は45,481千

釦
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壷藤；我が國林野行政の重職施策と其の具現方錐について

山治水事業が國土保全､産業振興上の最重要事項の一つ

であり、林野行政上の重黙的施策の一つであることは今

更説明する迄もないことであり、またその治山治水斯業

の丙、現に荒磯して居る林地の復奮力撮も念を要ﾂｰる施

設であることもまた幾言を要せない所である。識防綴學
＄

的な治山施設と、治療溌學的な治山施設とは併行せ熊け

ればならないが、営面緊急といえば現に病床にあるもの

に對する施設が先である、荒陵林地復奮施設の耐囲畷充

は園に病人を無からしむるといぶ嫌な群において最も

蕊蓋である。

滴でその丙燃料として使用されるものが20,745千石、

末利附のものが24,73“石に達するとされて居る。これ

等に對じては､製繩炎術の向上に依り剛材歩止りの墹加、

蝿屑の繊1噸としての利用等の促進を側るべきである。

(膜）薪炭材の消費節約

我が園の主要林産物の消菱率は昭知24年度の林野臆

翻査の結果について見ると同年度の木材、薪炭の人口1

人鴬り消識量は人口を82訓338千人として、木材が0．

977石､薪炭は1.162石であって、用材の46％弱に對し

薪炭材として消喪されるものが､54％態に激り、世界中

他に類例がないとされておる。これは我が國の氣候、風

土の關係から来ることも多いが家屋の織遥國民生活の溌

式等習恢から多鐙の薪炭材の消穀を餘蕊なくされて居る

ことが多大である、依て家屋の淵鎚、崎に寵と髄の改良

に依って多大の消徴節約が出来る。特に東北地方におい

てこれが必要である。生活改善の指導員が行っておる、

家屋の採光窓の設磯､台所､浴場､便所の改善と同時に是

非とぶ能率本位､衞生本位から許りでなく､消徴節約の

面からも蔚や淡の改良の奨勵をなすべきである。このこ

とは基本的な施策である力喧ちにも愛行に移され速效の

あることであるから緊急施紫としても主唱するものEあ

る。また瓦斯用木炭を液罷燃料或は天然瓦斯使用への切

替を趣かに行ふべき歪ある。若しこれ等に依り全國的に

一剛の消澱の節約ができれば年額1,200駕石乃至1,300

蔑石の節約が可能である遍

(ハ）森林火災の防止

森林火災に依って烏有に歸する焼ﾘ銅桜は昭和20年

から同24年に至る5ケ年間で1ケ年zIs均413"3千

滴に近いと林野寵調査浜は願はれておる。これほど惜

しいことばない、この火災防止に依ってその被害を半減

せしめ得ても年為200葛石餘の消耗を防止することがで

きる。林野聴遥林課の最近における森林火災被害の原因

洲査には「此の原因の主なるものは伐採、避林、開拓の

増加に仲ふ入山者の増加、リクリエーションによる林内

火氣取扱の墹加及戦後における人心の弛緩によるもので

ある、叉戦後の食糧増産の爲の開拓に於ける火入も大き

な原因である事を示してゐる、即ち焚火、煙草の吸殻

火入等による火災の發生は件数に鎧いて62％被害面穣

において57％を占騒て居り其他の原因も殆んど人爲のも

のであり不注意のものである、こ上に森林火災の防止の
可能性が見出し得る」と記してある、森林襟防に對する

施設の吸化と宣傳に努謹べきであるb

（二）荒駿林地の復蓄

一利を典すは一害を除くに若かずといふ諺がある、治

一（

第二積極施策

穂極紫としては生産増狸施策の促進であることは申すま

でもない、而してこの墹弧篭は、造林の促進と、未利用林

の開發並に郎開發林に對する施業方法の改善に依る生長雄

の増狼であるが、その最も速敷ある施策と云へぼ節~が未

利用林の開發であり次は施業方法の改善に依る生長歎の珊

温であり、遥林促進は補充的役割となる。

（ｲ･）未利用林の開發促進

林野歴からGHQへ提出されたとい占賓料について見

るに、現有全國調*蓄戟は、6,043,477千石であり、そ

の丙利用可#鮴の蓄積は4,534,234千石であるこれに鋤

し、奥地未開發林の蓄穣は、1,279.000千石即ち全蒋瀕

の20％弧、利用可能林の28％獺に鴬り、海ほその約36

％は針雅樹であってその蓄積は459,000千石と制碇され

ておるのでこれが利用率を70％と見ても「パルプ｣賛材

の需要量の25，6年分を麦へ得るほどの蓄溌である。而

してこれ等の未利用林は總て過熱林分であって､林型は

粗開し枯損、風倒、雪倒などに依って、この‘腱に放蹴し

て設けば蓄穣は年燕減少する許である、殊にこれがため

、治水上の一大澗根と成って居る所も多いことは見逃せな

いことである､私が最近覗察した或る地の腱膳林の如き

「モミ｣、「ツカ」は未だ利用侭値がある‘が、白胸の如き

塞洞の立木が多く利用畷値瀧ない許りか風雲のために折

損或は純倒し、林内は通過も困難な状態で樹冠の疎開に

依って地表には稚樹が一面に發生し上木の伐採利用を待

って居るといった状態であった。而してこれが利用開發

は一に擬出設備の完成にあること侭勿論であるから林道

の開發は蜜に急務である。

我が園における林道普及の認伏健森ﾎI輌殻1町歩稔り繊

か庭3米内外であって、これを「スイス」の30米「ドイ

ツ」の15米に比較すると、前者の僅かに10分の1，後背

の5場の1といふ盆弱匪まる欣態であると云はれて居る。
殊に欧米の森林は多く割§地林乃至丘陵林であるのに鋤し

我が國の調米は概ね山岳林でありその上經瞥規摸の狭少な

一
丸

､
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遠藤g我が園林野行政の重黙施策と其の具現方策について

ものが多いから經醤合理化の面から見筵勢い､､率地林より

も林道綱はこれを密にする必要があろうと老へる。林道は

森林經誉の血管であり、動脈であるから奥地開發のため

には勿論のこと遥林促進のためにもまた必要である。現在

利用度の低い林分を對象として林道の開設は識敷奉の關

係から困難なことではある力諾し敢下開設することができ

たならば避林促進上敷果の大きいことは確である、現に私

が最近旅行した地方の種〕で鐙林奨勵の話をした棚「間

伐材を伐って棄てなければならない穰なこの地方でこの上
、

の鐙林は困難である鐙林諸獅めらるLならば林道を付けて

質いたい」との意見が出た。一應「それは逆である」と説

明はして置!‘,たのであるが、林道が開設されLぱ無慨値な

林産物に慣値を生じ鐙林の氣蓮を膨興せしめるのであるか

ら踏林促進的見地からも林道の開設普及は望ましいことで
ある。

（画）既開發林分生長童の増睡

森林の生長量の増睡方法は伐採跡地、無立木地等に造『

林して先づ殿喋を宥にすること」が第一手段であること

は勿論であるが､甑開發の現在森林の施業方法の合遡上も ，
改善に依って年盈の生長通の増狸を厨ることが膿も、捷

路であり敷果的であることは申す迄もあるまい。薪調ホ

の萠芽整理乃至除伐を行ふことに依ってその生長通を倍

加することが出來用材林では適期間伐の勵行及び平均生

長量最高年次迄その伐期を延長することに依って林分の

生長量を増大することが出来ることは既に試験の結果瞭

かにされ迄居る所なので慣行の利用輝明齢を械討しその

低いものは極力生長j職を塗とした適正伐期齢に改めしむ

る裸なす．べきである。

（ハ）造林の促進

今からの謹林が《緊迫した現下の需要に役だたぬこと

は申す迄もない、さればといって1年遅れれば1年丈け

林地の生産力を空識することになる、從って一日も放置

を許されない。

踏林臨時措置法が發布されて居り、森林法もまた迩氷

を狼く要請して居るのであるからこの雨法を測行すべき

である、然し私は民有林における遥林不振、特に大企業

的林業の不振な原因には次の嚴なことがあると見て居

る。それは、（1）林地に對する所有不安、⑫〕國有林及び

公有林の地方別分布の不均撫、③木秘惚鵜の低箙、（4）

穀湖制娩に對する不瀧等よりする大森林所有者の企業意
慾の低調である、依て次の施策を考慮すべきである。

（1）林地に對~3－る所有不安の除去

林地に對する所有不安には主な原因が二つある。その一

つは終戦後農地に行ほれた様な何等かの改革があろうか

との不喪である。これに對し政府ば附地を開放すると

いふ綴な意志はない」といふことを藤明して居る。然し

釜の齢明の中には「林地は何ｶ噸に農地と違って開放を

必要としないのである？といふ國民の納得の行く様な説

明」のないことである。の象ならず或る政黛の無員〔共

産黙員ではない〕の如き賊が灘の政府となれば必ず開

放するのだ」といふことを宣鯉し‘て廻って居ると聞く、

これである。今一つは鍔､開翔のため多くの林地が狼制

的に政府買上となった、昭和25年3月末現在の農地局

調査に依れば同日現在の開拓入植者は、18兎8蝉戸であ

るが、この入植者に對しては、内地では1戸営り2町5

反歩､北海道では7町5反歩､そ猟に附麗の採草地探薪
地として2剛程度が付加割鴬ててあるからこの附風地を

加へると］戸懲り面積は丙地は3町歩、北海道は9町歩

と成る。ところでこの計算で行くと内地の入植者戸数は

159,973戸であるから開放地面讃は479,919町歩､北海

道は入植者27b8誕戸であるから、195,118町歩で計67

5,037町歩が割當てられたことになる。然るに一旦割當

てを愛けて入植した者で聞轆した者が、j晦這では7，

331戸で24％内地では49,455戸で31％に常るからこ

れ等離脱渚に割當てられた開放地は北振宣が51，317町

歩．内地が148,365町歩計199,682町歩即ち約20蕊町

歩の離脆昔割鱈開放地がある。而してこの潮嚇澪に劉営

てられた開放地の虚理方法は、未だ決定して居ない由で

ある｡眼制酌に政府に買上げられた林野の所存昔はその

返還方を希望して居る。なほその外に甑農家の慰蝿鰄張

のため所訓「増反」のために用意された開放地がありこ
6 4

れは北海道酒の計謹は16;334戸、内地では605,538戸

計621,872戸であるがこれも北海道では4,472戸斎確の

27％が､また内地では109,350戸計遜の18％計113,822

戸平均して18％狼が増反中止となって居る。

これ等の噸情が林野所有不安の原因の主なものと老へ

られるのであって、前者に對しては森林法も既に改正さ

れたことであり餘程喪心が行ったことと朧考へられるが

なほ林業に鋤する基本的な諸施錐を現在の如き所有欣態

の侭に鎧いて蒲為資現せられることに依って魁また後者

に對しては、行き過ぎた開鋪常躍は根本的に是正され未

墾地は速かに元の所有者に還元す為等の方法を執ること

て依づて不安を除去し林地確保の措寵を識ずることが必

要である。

（2）國有林及び公有林の地方別分布不均衡の是正

これは國有林と公有林が地方別に不均衡に存在するた

めに、企業林業の發達を阻害して居る所があるからこれ

が是正を必要とするといふのである。尤も或る地方では

國有林であったがために今日この蓄稜を維持し得たので

け

白

←

8

ひ9

＝

し

－（3）－

」1



～コ

蓋藤：我が國林野行政の軍職施紫と其の具現方錐について

大森林所有者及び中森林所有者の上位級の者の遥林意

慾が穂辰の原因は、財･産溌，所得税、棚縦院等の森林に

對する課溌の苛薫造林費の増大に依る賓金難、それに現

在の木材の山元斑貿侭格から逆算しての企業利益の低い

ことなどであると、これ等の人だ及びこれ等の代辨者と

認められる人為は主張して居る。而してこれに對しては

それぞれ税制の改正､＊綿I資金の融通等力轄究されて居

り何等がの解決が見出されるであろう。

次に小調ﾎ所有者並に中森林所有者の下位級に闇する

者の造林不振は個為の所有者の林地に對する欲求の#錘

といふことが棚翻風く影響して居ると老へられる。我が

園の様な産業識『からして小森林の所有者の大部分ガ鎚

家である謙な所では、その林地を用材生産第一主義の對

象とせしめることは困難な問題であり、その意味で用材

林としての迩林可娠は己むを得厳いこととせねぼならな

い。然しこの面識は私有林の40％であるから主力は60

％を占める大、中所有者の森林に注がるべきである、然

し要造林地の所有者であって造林を怠って居る者に對し

てほ苗木を無償交付乃至低廉に供給すれば自家勢力に依

って造林は敢て困難ではないものが相當にあると信ず

る、何等かの名義を付けて少しづLでも多数の者力稲栽

する嫌奨勵すべきである、遥林識の貸與に依って遥林を

鋤めるといふ方法は農民心理を考へると中共困難なこと

と思はれる借金を糊めても農民は中点賑じないであろう

次に公有林もまたその所有者たる公共團燈の性質から

して、これを企業本位に經誉ｻｰることが出來ないもの、

若しくはそれを不適雷とするものがある、然し無立木地

要造林地の最も多いのは公有林であるから、これに對し

ては次の方法を識じ･て眼力に劉氷を促進することが必要

である

A公有林野上に存する入會灌、或は共同使用龍を整理

して鐙林地を決定すること

B高度の造林補助金を與へること

c町村民の鰐務郷噌による協力の要諭
我が國が自立經濟を目標として再建途上を迩進する上

において、園内査源の総動員ば勿論のこと、不足は外國

からの導入が必要とされて居る、而して凡ゆる資源に貧

弱な我が國において人的資源は有り除って居る、この活

用力種登の面から最も重要である、森林法が、また臨時

造林措置法が要識するところの鐙林も養金の裏付が無け

れば聲餅に識する倶があるとされて居る、園が造林急；-る

にしても、曾杜が行ふにしても、また個人が行ふにして

も、必ず賓金が要る、然るに町村が行ふ場合には絢町村

内の努力を賦役として使用C地万自治法第218"し苗

木さえあれば鋤を行ふことができる､総剰努力を直接

あって、その地方の林綱侭興は國有林の御蔭であるとい

ふ所もあるが全魁としては一つの「蝿となって居るこ

とは、人工鐙林地として有名な林業地は殆ど民有林であ

ることからしても零はれぬところと云い得ると恩ふ。依

って經濟林地であって、地方に經菅能力のある所に存在

する國有林野は速加に開放すぺきであり、同時に現在の

献會理念に基いて、國有林野として維持管理することを

適営と認める箇所の民有林はこれを國有林に編入して管

理經菅をなすぺきである。これと同じことを町村有林に

對しても云ひ得る所が多い、町村の經瞥能力〔法人とし

ての町村と云ふ狭い意味許りでなく町村民の總力と云っ

た方がよい〕と考へ官行造林にでも依らねば經醤するこ

とのできない溌な町村有林野に對してば民間會就に委す

とか何等かの考慮が必要である。國有林の開放これは重

要な基本約施策の一つであるが一日も速かにと云ふ關係

もあり造林促進紫の一つとしでも主張する。

（3）木材臘緒の他物慨との均術維持

これば結局林業といふ企業の利潤が紗いと云ふことに

繍清;~るから、他の物便指数と均衡の執れた憤絡に迄引

き上げることが望ましい、然し然らば他の物憤とほ何で

あるか、これは六ケ敷問題である生活必需品中の米麥に

するか．或は木材用途中の大宗である建築材料として他

の建築用資材と比較すべきであるか、この老へ方を何虚

迄發展させて合理性を見出すか、現在でも用途別憤絡に

相懲の差異がある用途が庚汎である丈働仁愈困難であり

従って私は今鼓でF何にX錘してJと主張する根擴を持

たないので大方の研究に侯たればならないが然し木材が

安いと云ふことば一般の認あて居る所と思ふ､適営に引

き昂げられなければならない、また引き昂げた慣絡に依

って木材業者丈けが利し林業家には還元される所がない

のでは效力はない侭に林柱業が一貧作業的に行はれるな

らば取扱部分の利潤の差は苦にならないが､左巖でない

’場合木材の値上げが木材業者のみに蹄することのない嫌

部分の利潤の均緬跳考へられなければならない。なほ

木材慣格が相當であっても林業は資本の回收の遅いとい

ふ弱黙があり妾本数率の面から一般賓金の投下が困難で

ある。これ等の不合理の是正、弱鮎の克服のため森林組

合の育成特殊金融儀關の問題等の考慮が必要である。

（4）森林所有者の企業意慾の昂_こ

こ･れは大森林を所有して居る個人と、4画積の所有者

である場合と、またそれが公共團魁特に町村である場合

とに依ってそれぞｵ1熱情力鍾ふものがあると云侭ねばな

らない。而して弦では假りに50町歩以上を大森林所有

者、5町歩以上50町歩末滿を中森林所有者、5町歩未

漁をﾉj癖林所有者として取扱って見る。
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遠藤：我が國林野行政の重職施策と其の具現方策につい､亡

國庫收入の確定、徴集方法の簡易化、負擢の公平劃一化そ

の他の便宜を目的として金納制に改め、地債を定め、土地

の原償に腰じてその所有者に課税することにしたものであ

った、從ってその決定に営ってば、奮藩制時代の藩の林政

の態様、その他、査定官の手心、地方住民の思惑、民有と

しての緊識の巧拙､地方の政治力等の關係から歪められた

結果が今日の如き國有林分布の狄態と成って居るものであ

って、林地本来の性質、經誉目的等から唾分されたもので

はない。

我が國土を支配する氣象に大鍵化を來し、童たは地殻に

大鍵動でも起らぬ限り水源酒表、土砂汗止上重要な地域に

大した鍵動は起らない、森林法第25樵第1銃から第3蕊

迄の保安林及び第'0號と第''號中の大規模なものを國有

林として管理經誉すべきである、第4號から第9雛迄はそ

の影饗の及占燕函が局地的であり狹薩であるから、これは
都道府縣有として保識管理するが迩溌であり暇りにこれが

國有林であってもその保護管理は都道府縣艇おいて行ふく

きであろう、そして原則としては經濟林はこれを民有とす

べきであるがその中、幾山村の備林的なものはこれを町村

有として管理經醤することが望邊しい｡明治初年に行はれ
た地租改正の際の官民有厘分の結果は約80年級いた、尤

もその後下戻を行ひまたは綴故特蕊に依って一旦國有とし
たものを民有に還したものは約'’'50,000町歩であって總

國有林の12.8％･が民有に移ったのである力理念の鍵更に

基いた本格的な塗更ではない。現在の賦會意識で改めて麗

分を行へぼ自由主義賦曾が繼綴する限り相営年限の安定は

間運ないであろう。

第二民有林野利用湿分の資施

從前の森林法は､森林法といっても溌は林野法であった、

然るに放野法の施行に依って林野の支配鯉を狭められ噸開

拓間係法に依ってその最も債値の潤い部分の支配權を喪つ

た、而して今回ほ調*法自澄が自珊して名震共に森林法と

成った、これは一つの進歩とも云い得るか到らないが私は

次の嫌なことを心配する。即ち第2侭の但書で「主として

農地叉は住宅地砦L・くはこれ艇準ずる土地として使用され

る土地及びこれ等の上にある立木竹を除く」とあ患而して

所有者が森林の土地をこの但書に該臘する土地に使用目的

を鍵更することは自由である、この「使用される土地-1と

は観にJの意味であろうが、目的鍵更に何等拘束規定が

無い限り正規の手綾を經て伐採した後に目的を愛更するそ

れを取締る條女は無い様である、狸て行へば臨時造林措置

法で要藍林地と認定して措置することができるかも鈍らな

いが、それは行き過ぎではある浅いか、自由鍵更の結果は

第4’條の指定地蹴とする必要が起らない限り瀧林法の鰯

〉－

に把握して居る者は町村であるとも云い得るのであるか

ら、犬に町村民に訴え迄識務の提供に依って森林の經管

謝氷の促進を岡るべきである。

(3)基本的施策

前項の緊鐵脳漿と云ぷのは、1日も速かに蝿魎を必要と

する施餓といふのであって決して一時職議量で終ると云ふ

のではない如く華本的施策といふのも1日も速く鋤､した

い事項許りであって何時から資施してもよいといふ嚴な悠

長なものではなく林野行政資施上の韮本的な諸項目といふ

意味である。

第一林野所有椛整術の賛施

前の鑑林促進の所でも一寸鯛江て冠いたところである

が、長年月に亙って林木の育成のために使用すべき林地が

輕念に他から使用目的を蕊更される犠な倶がありとすれば

それは企業の障害となる。勿論長年月の間に就曾事儒經

濟事情の錨上に依って企業に謹化を來すことは止むを得な

いことであるが、一眼は現在の情勢から將來の見透を付

けて林業の對象とするべき林野の限界を確定する必要があ

る。如何なる森林を國有として管理經誉し、また如何なる

林地は企業林業地として民において管理經瞥するを適當と

するかについ這は、未だ學者からも具燈的な意見の發表は

ない様である。然し學者なり官聴側なりの意見の趨向は大

様見欝が付くのであって森林法の第25條第1項の第1號

乃至第3號即ち､一､水源のかん義､二､土J沙の流出の防備、

三､土砂の崩壊の防備に該當のものであって､妙ズとも數府

縣に關係のある溌な河川の流域にあるものは國有林として

國家が管理經管すべしとの意見には異論ば無い様である。

ぞの他第10號第11魏等の該當地即ち國民多数の保健養生

上箔又風光の維符上必要な國立公圃地帯、或は貴重な天然

紀念物の保存上重要な場所は勿論企業的には到底生産の採

算が執れない檬な職殊な長大材の生産に必要な伽林なども

また國有林として管理う-る力否かを充分稔討さるべきであ

ろう。これ等を現時の時代意識に依って研究し目下計謹さ

れつ上あると聞く國土の綜合開發計識とも一数せしめて、

國有林野への新規編入と、民有林への開放どを行ふくきで

ある。明治初年に行はれた巖な官民有匿分を謝涛の献會精

勢艇適徴した様に行ふくきだと云ふのである、これが本絡

的溌企業林業の興る謎磐の決定である。

周知の如く、今日に於ける國有林と、民有林との所有分
。。◎C

野の基本と成った明治初年の官民有の腫分は地租改正のた

めに行はれたものであった、即ちそれ迄の地租は、土地の

收獲を標準としての課税であって、鋤納制であったのを、

－（
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＝
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遠藤：我が國林野行政の竃黙施策と其の具現方錐について

ならないと同時に山の荒腹防止の施紫を張化せねばならな

い。そのため次の各項の施設を蜜施せねばならない、即ち

保安林制度の改善弧化、森林施業の合理化に依る掬膠の整

備それに國有林制陸の改正に依る國有林に對する治山施設

の湿化である。これは蓑源の妙い我國において幸にも悪ま

れた水識源を開發することが我が園が經濟的に自立して行

く上において必要であるとして､､經濟計謹の主刺Iとして外

資を遵入してまでも開發を行ふ綴計蟹されて居ると聞く。

然るに何千、何億と按賓して設湿された既設の發電用貯水

〆ムが雀しいのは設濫後7j8年にしてその貯水鐘を91%も

減じて届あと云ふ様な事蜜に徴しても‘水源地帯の林地崩

壊、土砂流出の防』l錐んでは森林の荒溌を防止すぉことが

この面からも力醗〈要請されて居ることは今更絃に申す迄

もないことであ.る次鐸参照せられたい。

緋から脱することと成りこれを阻止することは磯來ない様

轌ある｡即ち通森林法第36條僻依って準用される奮法第32

樵の開墾の制限叉は禁止の規定の溌止された結果であって

森林の溌止力湘懲に起り荒臓移行が進行する倶はないであ

ろうかと、これを防ぐために國土の保全と産業の振興の見

地から蚕正な第三者的立場に立って公有林野の管理厘分を

行ふと共にでき得れば私有林にも利用腫分を行ひ得る綴企

I悶すべきである、尤も前に述べた糠に國土保安上重要な場

所にある森林を國有林に編入して絡ゾ、ば問題は縮少する。

第三荒蕨移行防止施設の眼化

治山の要諦は山を荒駿させないことであり、山を良くす

ることでなければたらない。荒瞬』ができたから復奮工事

を行はねばならぬと云ふのは抑も末である。緊急な懸念對

策として荒臓地の復奮は一刻も早く完了する様施設せねば
壷
一

高堰堤土砂堆積による有効容量減少率調（20％以上〕

心

6
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〔イ〕像安林制度の改善郷上 昂り企業林業として不利となる、依ってその公益の及ぶ

保安林制度の涯化ほ荒溌移行防止の憲蕊な施策である。 範閥の鹿狭に依って園有或は都遁府縣有として維持管理

この目的のために保安林的施業を行へぱ施業蜜は多額lに することが必要である。
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遮藤：我が畷林野行政の軍熟施策と其の具現方策について
－－

山1反歩を經蟹すれば水稻6畝歩に相営する食糧を生産し

クルミ1本からは優良な牧野4反歩から生産される家畜の

繍肉と同競の脂肪と蛋白をあげ得る」と林野臆研究普及課

發行の林業郷Wの改良普及譜には記戦されてある。

第五林業種苗法の勵行

國土の絲化、森林復興のために、造林の促進方法につい

ては相欝の老噸が挑陶綱L，施設の具鋤上が規定されて居
る。然るに趨氷の基本となる謹苗用の種子については、穣

極的な施設が認められないのは遺憾である。

昭和14年3月法律第16號で施行されその後昭和22年

'2月に改正された林業種苗法は臘林ﾉ成績ｦ鯛果ｼ林
業經瞥ノ韮礎ヲ安定セシムル韮本方策トシテ催良種苗ノ供
総ヲ確保スルタメ」に施行されたもので母樹及び母樹林の；

保護管理について規定されて居り、翼下の時局において、
その活用の必要を痛感ｻｰるものである。然るに施行鴬時は
若干これを遡用した所もあったが､今日では林業家は勿論、

種苗業者においてさえ、この法律め存否を知らない者があ
ぉ位であって、正に死法に等しい。造林の成敗を左右する

諸因の中種苗の良否は殆ど決定的である、使用した種子の
良否､､その遡博性､鐙搾也に對する適應性などは苗木では
識別が困錐であり後年に至って顯れるもの丈けに特に愼溌
な選澤を必要とする。優良な種子は優良な母樹叉は母樹林
から採取したものでなくてはならない。然るにこの大切な

周:樹林の保謹管理について林業界に絶えてその麓が無い、

それが優良な母樹林が存在し優良種子が潤灘に供総され､亡

居るためであれば幸であるが左様では厳い。私は最近或る

機會に我が國で唯一と云ってもよろしい｢カラマツ｣の母樹
林のある地籍を族行して無謀な蹴漉に依り母樹を損傷し、

〔の森林施業の合劉上に依る林形の整備、これは森林生

毒露､に依る林業振興､國民經濟の興窪に寄與する林政

の至上目標の一である。 ．

〔ハ〕國有林野制度の改正に依り治山施設の弧化

裁で云ふ治山施設と云ふのは狭義のもので主として荒陵

林地の復藺施設を云ふのであるが、率直に云って現在國

有林の事業面では荒匿林地の復奮及び荒溌移行防止的見

地からする施業制限力剰溌分である、郷k決して國有林
施業の遡り方を非難し様と云ふ意志ではないが､現資は

以上の嫌な批劉に到達せざるを得ないことを悲むもので

ある、これには種為の原因があると思ふがその一つには

「國有林の総別曾計制度」といふものがあると恩ふ。現

在の溌な祉曾傭勢､經濟傭勢の下において､赤字の紗い經

誉と云ふことになれば勢い荒脹林地復奮事業の糠な收入

の件はない多額の支出を要する様な雪諜力誹総に消極的

となるのは恂に止むを得ないこととも云へよう。依て根

本的な解決策としては國有林を主として國土保安上重要

な位置にあるものに鐵附じ、同時に、その經誉賀はこれ

を一般曾計に移して充分に經黄を要求し施設を強化し民

有林に對する施設の模範とも成る様爲すべきである、國

土保全のための經費は、家屋の修繕費に棚懲1－る脳建築

蜜の5％位は毎年當然用意すべきである、然るに昭和

26年度の一般曾計溌算6,574億2,074蕊7千図の5％は

328億7,100萬圓狸に富るのに、公共事業讃中の治山溌

算は僅纒40億7,959萬圓であって0,62％に過ぎ厳いこ

の穰な考へ方は無哩と云ふ向もあるか判らないが除りに
も不足である。かかる意味からも國有林制度の改正を行

ふべきである。

《
Ⅷ
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節四樹藝林の艦張 ､ 甚しきは立枯に至らしめて居る事賞を覗てま心に堪えぬも
のがあった。特に母樹林の維持進んでその搬張のために通

農業の多角ｲ畷鱈に對懸する林業の多角化である收獲年

期の早い、各種の特産樹種を郷土適地を選んで増殖する様 切な措置を識ぜらるべきととを提唱す場。
奨勵すべきである。こ蔦れに依って農家の食生活を良くする 第六林業試鹸場及森林測候所
一助となることは勿論、早く現金收八の途も拓け、進んで

の擴充増設
は特殊山村工業の蓑料生産ともなるのであって林地の集約 I
的高度利用となり餘剰努力を利用して山村振興の一助とな 林業が長年月を要ずる事業である丈けに甑往の施策の成

ること隙かである。 敗・試職研究の結果は特に霊嬰覗されなければならない、

識§園の特殊林産物の收入が農業組收入中に占め葛割合 殊に我が國が水平的に亜熱幣から亜塞篭に亘b狹長に存在
は僅かに1％であると計算されて居る“野臓特産課伊藤 して居る關係と、それに氣象の關係、地質の關係が地方に

技官の計算〕がこれが收入増加は比較的容易であろう、農 依って異って居り復雑な關係があるから、その地方舞盈に

山村には宅地､畦畔､土披､沸也の蔭伐地､道路の堤防､渓 適する樹溌､作業種､施業②方法等に相遠がある依てこれ

禅の周泌などに塞閑地力湘徴多い、これを利用すべきであ 等の地方燕盈に對し林業試職場を設置して經掻の蕊礎とな

る。また食澗自給腱を昂めることが必要であるからと云つ る諸條件の試験研究を行ふことば洞に必要である、從って

て無理な開墾を行って米麥の増産を行ふことば反省を要す 勘くとも各府縣毎に一ヶ所の試駿場と、それに森林法に基

る、その代り栗や、クルミの増殖を奨繊すべきである､I栗 く基本計幾腫403蔵丙には一ヶ所宛の森林測候所の設置が
〆
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遠藤；我が國林野行政の重職施策と其の具現方策について

望ましい、而して試職場で侭地方的な試験を行ふと共に全

國的に統制のある試験を行ふために中央の試騒場と密接な

迩籍を執って行く必要があるから中央試溌場の麦湯的性格

を持たすべきである、なほこの際特に希望することは行政

官聴たる林業試験場で行ふべき試繊項目の選定及びその試
職研究の方法と、大學において行ふ試験形暁との辨別であ

る、學校で行ふ試騒研究は飽迄眞理の追求であり從って試

腺のための試験であつ､て然るべきであるが林業試鹸場にお

け為試験は現に官聴において資施して居る施策を科皐的に

試験し研究してその鋼項が最も合理的に即ち、經濟的に、

敷果的に確賓に蛮行できる方法の試験研究といふことに重

黙を遥かるべきであるといふことである。若しこの批測が

私の無知を表白するものであるならば私として最も快ぱし

いことである。

方に頭を悩まして居る、これに對し最近の｢プラシル｣の移

民職迩は狗に悦ばしいニュースではあるがこれもこ、三男

に對し若干の希望を與へる程度のものではあるまいか？從

って勢い密度の未だ比較的稀薄な山村彰､の移住といふこと

を考へ永くてはならない、然し私は山村に移住せしめて林

業經瞥にその大部を卿佼せしめよと云ふのでは賑い、 F農

村は最早經瞥勢働としては勿論家計維持のたあにもこれ以

上雇用吸收力は鋳たない」と經濟復興計議委員曾報告書は

云って居る、從って私は林業經醤の集約化に依ってその大

部を吸收せよと云ふのではない、然らば山村は如何にして

これを愛け入れるか、徒食させることはできない、それは

山村の工調上に依る以外途はあるまい。この場合山村は未

開發の地下蓑源がありこの開發ができれ{鋒である。然し

假令あってもこれは限られた範幽であり、また永綴性の妙

い場合が多い、さすれば循遡識源である森林生産物の利用

に依存せしめるとと力鐙も普遍的でもあり永綴性があり望

ましいことである。林政の對象である山村の將來計喪に是

非共考噛され織り込まれなければなら踵い課題である。

我が園が幟出の振興に依って國民經濟の維持振興を計っ

て行かなければ厳らぬといふことは銃に一般の常識と成っ

て居るのであるガ髪の輸出物の大宗として堀目されて居る

絃潮鯉品に就て見てもその原料輪入の前途は必ずしも樂観

を許さぬとの見壷しの綴である、鏡らぱ繊維餐源の生産を

目標としての林業の經醤方針これ等は山村對策の將來に對

し大きな示唆を與えるものではあるまいか。

蕊八森林關係公務員の身分保證

森林關係の公務員といっても現在の制度では國有林の誉

林謡勤務の公務員位に限定されるが地方臆でも蝉間指導員

經醤指導員などこれに準じた取扱力淫ましい。即ちこれ等

の公務員等は慨ｵ典田舎の不自由な場所に勤務し、慰安も紗

い環境に勤務して居る、特にその子弟の教育のためには多

くの艤牲を#”不利な状態に置"xj'Lて居る、然し室氣の清

淨な職場が多いために術生的であり健康には慈まれて居る

と云ってよかろう。その事業の中、伐木、鎧材、蓮材等利

用方面の業務は癖詮技能を要する重勢鋤であり、壮年の

ものを必要とするがその遥称撫育などの業務と成ると比較

的努務は樂であるが然し所謂愛林思想の狸いことを要請さ

れる。地味で氣長な仕事であり林木を友としその生育を我

が子の如く鵠はり愛撫することが鑿ましん､。そのためには

魔い森林の中でも何虚には如何様な木が如何なる状態に在

るかと云ふことを知悉して居て、病虫害に罹つな時などは

勿論僅かな憾害でも直ちに發見することができる様在って

獄しい、從って同一地に永年勤務し「山の主」と成ること

が望ましいことであり中年老年の者雁適した業務である｡

《
〉

第七山村對策

日本産業の將来を計聲するに雷つては究極において必ず

人口問題に到達する、曾ては人口の増加を以て國力充疫の
第一要件とされた時代もあった、然し將來平和な文化閲家

として自立して行くといふ目標の許においてはこの考へ方

は是正さるべきであるが兎に角嬰轆に墹加しつ奥ある人口

を如何に虚理して行くかが鴬面の重大な國民的課題であ
”

る。昭和25年10月現在において3,698萬町歩の國土の中

に8,319"6,000名の人口を包擁して居り、總理府統計委

員曾人口豫測部曾の推定として經濟復興計謹委員會の報告

書に依ればこの人口は昭和30年には、9,016蕊9,007人に

増加すると諜想され､て居る、この人口を如何に虚理して行

くか、殖民地を喪って國土の面積は戦前(昭和10～12年）

の1入営り6厚8畝であったものが4反5畝歩即ち54％に
減じて居る、平和恢復後海外へ棚鴬大迩上に移民できると假

定して職果してこれ力譲何程度傭勢を緩和し得らるるか、

何れにしても丙地人口増加に何等かの徹底的虚置方法を執
るか、或は豫想せない異鍵でも起らない限り増加は至れな

い。人口増加の抑制鱗としては窪兒制限とか、妊娠中絶と

力種燕論ぜられて居るがこれは經濟施策ではない。我為の

任務は經濟施策の内に虚理方法を見出すことでなければな

らない、海外移民の問題もあるがこれも我燕の部門外であ

る國内での虚理問題として考へなければならない、現在我

が図の出産率は非文明園に等しいほど上昇して居るのに對

し-労死亡率は一流文明園のそれに匹敵する水準雁まで低

下して居ると云はれ人生50は錘に60を超えることに成っ

たと報ぜられて居る。そのため釜公増加する人口を如何に

するか､都市に笹擁してその不雛至な膨張に委するか、こ

れは頗る危嶮である掴然らば農村か､幽寸でも農家の二､三

男對策と云ふことが昨奈の緊急問題と成って居りその配分
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蓮藤：我が國林野行政の重黙施策と其の具現方策について
'

年の牧野法の制定これに基いての調氷法施行激誤りの改正。

また柊戦後謎鳶噌産對策として執られた開拓政策に基づく

森榊伐採､林野の鐡墾､殊にその中には明治45年農商
務省令に基いて、國土保安の關係上既墾地を保安林に編入

して森林に復漕せしめた許りの森林を開墾せしめて居るも
のがあるなど暗に林野行政の敗と云はねばなるまい、これ

等雌僧の事獲に對し今回施行された國有林畷整怖臨時捲匿

法並にこれに件ふ國有林野法の改正は、時代の要求を察知

しての自主的立法であり殊に後に来る林野整備の前躯とし

ての立法である限り嫡息ではあるが一鯉賢明な施紫と思ふ

ものである。林野に對する施策は、永年後に効果の顯はれ

るものである丈けに時代を『リード」する施策菱計謹され

る犠切望する。

なほ最後に特に希望することは、森林法は唯に林業振興

を目的としたものでなく國土の67％を占むる林野の保全、

公安公益の維持聡進を目的としてゐるものである丈吋にこ

れが施紫の具現方についても特に闘係他官寵の協力を要請
すべきである。民有林に對す患近來の最大施設であった第

1期館2期の森林治水事業が種糞困難な施設事項を含んで

居たのに拘らず、兎も角もあれ丈けの成果を蕊げ得たこと

は、鴬時の内務省の協力を得たと云ふことが與って力のあ

ったことば零はれぬ事資である、殊に地方自治法蕊2條第

3項第10鏡には『森林､牧野､土地.市場､漁場､共同作業
場の經瞥その他公共の頑耐を墹進するために適営と認めら
れぉ收益事業を行ふこと」同第11錨には「治山治水事業、

農地開發事業､耕地整理割嘩、公有水面埋立事業､都市計
謹事業、不良地腫改良事業その他の土地改良笥諜を施行す
ることJとその公共事務として町村が虚理すべき項目の中

に列禦して居る。然も森林を經誉すること、及び治山治水
事業を行ふことは共に最初で獺げてある、この森林の經鐵
治山治水事業の溌施のため町村をして鎖極的ならしむるた
め地方自治寵に強力に働き懸けることを希望するものであ

る。

依て森林を守り育てる公務員は、その物質的待遇を良くす

ることは兎も角として総身官的制度を確立し健康の許す限

り永年勤務せしめ得る様爲すべきである。

(4)結
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要するに林野行政の對象は脹義に解騨すれば國有林の管

理經蟹もこれを含むと云ふこともできるが、鬮有林の經誉
は図の直接の事業であるから行政の主たる對象と云へばそ

れは自ら民有林と云ふことになる、從って私は主として民

有林に對する施錐について諭じた､而してこの民有林に對
する行政の基本は森林法であって、その他の諸法令はその

目的達成のための補助的規定と云って差支なかろう。

改正された或淋法がその目的堤達成するためには經濟的
の裏付がなければならないと云はれて居ると云ふことば前

にも述べた所でありその見解には誤りは無い、從って「重

黙的施策の具現方策｣との課題に對L最も端的に答へるな

らば「これに要する國の識算の増額」と云ふことに歸着す

ると思ふ、課題には『最も經濟的な」或は「金のがLらぬ
、

方法で」と云ふ制約は無かづたけれど上砿して見て同一事
項に對する具現策に一方がより經濟的で敷果的であるとな

ればそこに優劣のできることは勿論で挙る然し何れにして
〃

も全然金のかからぬ具現策などといふものは殆ど無いと云

ひ得るであろう。

加擁具現のため國の豫算の増額が必須であればそこに政

治力結集の必要が起り、その結集のための輿論喚起には國
民に對する啓蒙宣傳が必要である、私が緊急施簸として論

じた諸事項の中には、啓蒙宣鱒指導奨勵に依って相當の敷

果を鵯げ得るものも多い、この面に對して研究普及課の大

活躍力泌要である、最後に老年である私の心境から希望す

ることは山林復興促進運動の展開には中年老年時をも對象

として呼びかけて欲しいといぶことである。次の時代を煮

負って立つべき青少年に森林愛護の思想を吹き込み國土緑

化の戦士たらしむること素より必要である、然し林業は、

昔から「翁力輔えた木を孫が伐る」業である､｢翁の代に植

えた木を孫の代に伐る」と云ふより渡際的である近代の遥

林の先覺者とし著名な金原明善翁にしても植林事業に糖進

登られ始診たのは54髭の時からであったと聞いて居る､老

年府に對し報恩措置として植樹をし世を瀞する嫌呼びかく

べきである。

なほ林野寵犠局に對し望むことは、從來兎角林業に開す

る施紫は他産業に對する施策に後れて補足的に或は彌縫的

に成ることが多い、私の知る限りにおいて、明治44年に

改正された護淋法で林野の火入規則を制定されたことは常
時の誹惰を聞くと林野行政の勝利であった、然るに昭和6
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本協會の前身輿林蝕産み出したのは｢こだ羨會｣である｡”｢こだま釦の､産みの親｜
の一人である大先蝿燗蕊先生に創立30周年に寄せて、ご執筆とお願ひしたところ、本文を頂I

。 、

いた。 I
子や孫の生ひ立ちを蕊ふる,至情に猟ちた親心に對し､た蝉た堕感(凧借く能臓ざるものがあ I

る°同時にこれが中央事務婚営者紅對する地方會員諸賢の蝶であり、壷た後難の背負ふくき、 ｛
謄來の林業界の動向に對する先輩の警告､鞭鍵であることに思ひ到牡ぱ､騒ぐ反省を促すもの｛

1

があると老へる。 ｛

た蝉識撚職會の難措齢としては･祗會情勢嘘卿俸息錘伽礎艇…随囎｜

難塞職 裳職怠美鰯雲灘蜜蝋｜
備樅で､緋共｡會員菖身の會鰯として､-嚇しいご楕禦とご鞭溌賜，､以て職能鰯｜鵠の本領を十二分に發揮せしむるやう、全會員諸賢のご協力を切望して止まない。

Iと上に寸片を借りて、ご厚憩とお願ひを申上げる次第である。（松川）

、
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日本林業技術協會が、いよいよ三十周年を迎えたことは 本曾は鯉に組織を全面的に切り替えて日本杯菜按耐協曾が、いよいよ三十周年を迎えたことは 本曾は袋に組識を全面的に切り替えて I'獅眉璽磯一本建

狗に御同慶に堪えない。 てを標傍ﾉ’して發足したのであって、誠に然るべきことで

三十歳になったと云えば直ぐ・に連想されるのは、論語の あったと言わなければならない。併し同一蝋域におるもの

「三十而立」という文句である。この文句は年久しく耳馴 が唯単に多独結集したというだけでは意味のないことであ

れて、ただのきまり文句として氣にも留めずに来たのであ って、結集したものが出發當初の目的に向って活動するの

るが、こんど日林協が三十通年を迎えたについて考え合わ でなければならぬことは今更言うを俟たないことである。

すと何となく意味があるように感ずる。 然るに曾は果して常初の目的を深く意識し之れに向って逼

「立つ」とは何を意味するか、私にはよく分らないが、 進しているであらうか。少くとも今日迄の歩み方に對して

恐らく自立するだけの内容と疫力が備って立ち上ることで ノ'日林協は何魔へ行く？ﾉ’といふ疑問を抱く者は私一人だ

はなからうか、叉立ち上ったとすれば常然踏み出すことも け篭あらうか。

豫想される。言い換えれば準備時代を終って、いよいよ活 在京雷員は兎に角として地方在住の會員にとっては曾に

動期に入ることではないか‘と思われる。若し以上の如き解 直接つながり藍持つ手段としては雑誌ﾉ'林業技術ﾉ'以外に

鐸が許さるるとすれば日林協の成長經路を言ひ現わすに最 は何一つ與えられておらない。役員の鑿緊潅すら蜜質的に

もふさわしい文句であるように思える。何となれば本協會 は與えられていない。定款には成る程總曾に於て選緊ｻｰる

は今や曾員の数に於て所期の目標数たる10,000名を突破 とあって如何にも曾員の總意を反映するようにはなってい

し牽部組織に於ても略完成したのであって、將に準伽時代 るが、鐙際的に言って總曾に出席し得患地方曾員はどれだ

を維って、いよいよ活動に入るべき噸91に到達したと言い けあるだろうか。勿論經費の關係もあって垂曾員の総意を

得るからである。 集めるなどということは困難であらうし叉蔑一集めてみて

準術時代を諺って、これから活動期に入るなどと云って も結果に於ては現在と大同小異にな論であら』うから、そん

は､之れ迄活動しなかったように聞えて鋒だ言ひ過ぎにな な彩式的なことに無駄な經箪と手職をかけることの愚であ

るかと思うが、忌倣なく言えば日林協の今日迄の歩み方に ることは云う迄もないことであ為。それ故に私はここで態

は、そう言わざるを得ないような黙があったよ；に私には 緊法を云盈する氣持は毛頭ないのである。それならば何故

感じられる･ にこんなことを言ひ出したかと言えば大部分の會員は役員

一〔10）－
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ことの過言でないことを感ずる。

固より以上のやうに言ったからといって、私は臼林協が

林業關係者の中から二つの機曾に於て代表者を砒會に詮る
ことに努力した敷績は認むるに害ではない。然し翻って考

えるに代表者を窪ることに成功した原因は果して日林協そ

の者の努力によるのでおる力域は曾員の大部分が二霞の性

柑を有しておったためであるかを思えば此の勃綴の大部分
を日林協の力に歸して安心することは許れぬと思うb更に

蝿によれば折角或る方面に有力な-→人を窪つたが、他面に
於て掴これ迄林業の味方、林業の理解者であった他の数名

が此の頃では林業方面に關心を薄くして來たと云うことで

ある。私には事の鐵月が分らぬからこの噂が眞であるかど

うか分らないが少くもかかる方面に向って此の衝が職種的

な活勤をしておらぬことだけは事蜜で恥いかと恩われ為｡′
若し以上述べたことに談りがないとすれば、木曾は之れ

迄機關雑誌'ﾉ'林業技術ﾉ1を通じても叉其の他對内的並腱對
外的活動に於ても活動して居ったとは言われぬように思え

る『。然し私は過去を問わうとする者ではない。前述の如く

之ｵ瞳は準備時代であったのであるから、私は寧ろ三一師
立の年迎えた木曾の前途に對して/I立つﾉ'希望を有ずる者
であり、それを切望するものである。

立って踏み出すにつV､ては其の目標が劉然としておらな

ければならない。論語の「三十而立」という文句の直前に

は鱈十有五にして學に志す」という文句があるのであっ

て、目標の到然しないところに眼力な活動はあり得ない。

然るに之れ迄の日林協には志の立て方、目標の認融につい

ての械討が足りなかったのではないかと思われる。そこで

三I-周年に常って特に此の鮎の認識を新にしていた堂きた

いと希望;-るのである。例えばその目標として定款第四條

のr木曾は林業技術着の職能團瞭として林業に開する科學
御肺の發達普及及び宣鱒を間b併せて…･ ･を目的とする」
という文句を文字通りに解して雑誌肌林業技術ﾉ'を導ら此

の目的に合致するように編集することも一つの行き方であ
らうし、（そうなるとﾉ職能團燈として〃の女字が生きて

こないことに喉るが、それは時代の鍵遷として暫く問はな

いことと画叉前述第五條第一項の規定に専念することも

一つの行き方であらう。その何れに従うかは別として、兎

に角二者の中の一つに重職を騒ぐことが必要ではないかと
思う。そうでなければ唯一の機關である雑誌の繍集にも不
徹底たるを苑れないと思うがらである。例へぱ前者への目

的に焦黙を合わすとすれば､技術者の銭砺の向上及び其の

普及を計るにあるのであるから其の目的に合うように編集

すべしということになる。現在我が園には刺環技術に閲す
る雑誌が戯i-1否な百以上にも上っているかも知れない。

（以下13頁-ド段に縦く）

の選緊雛すらない程に曾とのつながりが少いのであって、

唯與えられたものは唯荊端嚇業按術〃だけであるといふ

渡際的事實を明かにしたかったからである。言ひかえれば

〃林業技術"が唯一のつながりであるからには、編集に當

って此の事賞を認識して、職能團鐙としての機能を充分發

輝Fi-るようにしてはどうかと言ひたかつたのである。

勿論現在のﾉ'林業技術ﾉ'自魁を一ツの林莱技術に開する

淵端とし見れば内容の充資している鮎からみて決して批難

すべき黙はないであらう。この黙編集者の苦心を充分認め

なけ抑笈ならない｡併しこれを職能團魁の唯一の機關雑誌
としてみる時果してその特色力覗はれているかどうか、そ

れを私は問題にしているのである。

淵聯は雑誌として立祇であれば、それで充分ではないか

と云わるれぱ、それでもよからうと云う外はない。併し職

能幽臘としては職能側魁としての溌能を發輝することがな

ければ意味はないのであるから、若し謂鱗に於てその識自

が發輝されてないとすれば他に發輝する手段が誰ぜられて

なければならないが、それがあるかどうか。叉發輝したこ

とがあるであらうかどうか。それが無ければ職能閲綴とし

ての目的に向って遜進したと言ひ得ないことになおのでは

なからうか。

定款第五條にr木曾は前條の目的を達成するため左の事

業を行う」として第一に掲げてあるのは

「1科學技術に立脚する林業政策の攻究及び推進」で

ある。第一に上げてある位だから木曾として最も重要な事

業と見なければならないが､林業政策の攻究及び推進臆ど
れだけ會團として努力をしたであらうか。日本の林業政策

として劃期的な森林法の改正に際しても曾團としてどれだ

け攻究をなし、曾員の總意に謀り又之れを推進したであら

うか。開くところによれば本法律が制定さるる迄には多く

の粁餘曲折があったとのことであるが、曲折せしめること

に最も力のあったものは林業に關する他の一ツの圃臘であ

ったということである。若しその噂が眞なりとすれば日林

協は何の爲めの職能幽髄であるか、何をしていたかと問ひ

たくなるのである。ﾉ'林業技術ﾉ'112鑑の謹頭言には「森林

法の改正が荏喜今日まで延引されたことは、･･･…林業關係

者の本問題解決に對する箪固な協力と輿論喚起に縦けてい

た結果ではなかったか、叉法律成立を以て、われわれの所

期の目的は確資に達成出来るであらうか、こうした卿iにつ

いて今日までの經緯を思うと衷心慨泥たらざるを得ない黙

の少くないことは蚊に政あて指摘する迄もない。｣とある。

この鋸頭言の篭者は日林協の責任について一言も明示的に

はふれてないようであるが、10,000の曾員而も此の方面の

戦能人のみによって繍集されておる日林協の衡員の一人と

して以上の言を聞く時、日林協は正に三卜而立を繰り返；‐
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侵蝕防止法の一案
－－－

－－－

平田徳太郎
婚

最近侵蝕の問題が朧に取り上げられている。森林の洪水

綏和作用を論ずる人にも、出水通の緩和作用の方には見切

りをつけ、寧ろ侵蝕防止敷果を重く見ようとする傾向さえ

あるように見える。これは柳か行き過ぎではないかと私は

考えている。か上る考え方に傾いて來たのは、森林の出水

緩和作用の研究は我國でも可なh長い間行われているが、

未だにその賞相も程度も判然掴えられていないので、これ

に見切りをつけたものLよう､である。實際現に行われてい

る有林地と無林地、または伐採地との降水量と流通tとの記

録から調べるという方法では5研究者の論文は幾らでも書

けようが、治山技術に役立たせるには、今後50年か100

年を鍵やし、なお多数の蛮験地を設けなければ掴めないで

あろうことは、これまでの成果からほ階推察される。鴬面

に差迫った現實の要求からこれに見切りをつけられるのも

無理はないと思われる。この研究方法臆一大I噂換を要する

と考えているが、このことは他の機會に譲ることにする。

水害の鯵溺を大ならしあるのは侵蝕と嗣壌とによる土砂

の流出があるためで、これが防止に森林の宥敷なことは一

般に認められている。しかし現に侵蝕の進行しつLあぉ場

所に急に森林を仕立てる識に行かない。そこに問題があ

る。僅蝕は降雨の際に裸地面に雨水が地表を流下す､るため

の瞥象である。故に侵蝕を防止するには地面の露出部を速

かに草で綱上するか、または地表流下を全く無くするか、

或は成るべく少くしかつ流下の速度を減ずることである。

降雨量の丙地表流下となるのは、土地が雨水を吸收一こ

れを鯵透という一側し切れない部分で、この分が直接の出水

となるのである。故に地表流下を少くするには土地の鯵透

能溌増す方法を誰ずればよい。そこで一つの案が考えられ

る。これほこと新らしいものではなく、己に今から15，6

年前に米國でマスグレーブによって唱えられた、蝉馳の

侵蝕防止法である。まずこれを一應詮明しよう。

節一間で(A)曲線は或地方で42年間の降雨握度の最大

なものを拾って描いたもので、5分間16．8ミリ15分間

32.0ミリ、E0分間67.3ミリおよび5時間半に114.3ミリ

などの最大記録を蓮ねたものである。<B)線は侵蝕性で彦

透能の小なる土地、(C)線は非侵蝕性で謬透能の大なる土

地の鯵透水量の時間の經過による稜算量を示寸-.下部の斜

線を施した部分は

土地瀞艦して地面

に一時溜職し得る

水深を示すのであ

る。謬透が(B)線

で表わされぉ土地

の場合にはb'"

より以上の降雨で

は地表流下が起る

例えばこういう蕊

雨が3時間つ鱒け

lfabで表わされ

るだけの地表流下

第一圏
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●

が起る。然るに(C)線の樛透で表わされる土地では、謬透
量と地表溜積通との和は術に最大雨量よりも大であるか
ら心この場合には地表流下はこの地方で懲想されるいかな
る豪雨にも全然起ること力無く、從って侵蝕も起らない。

最大雨歎曲繊(A)の上昇の傾きは或織までは念であるが、
それ以上は綴かになる性質のものであるが、鯵透曲継朧初

は急に上り、その後も時間と共に一定割合で上昇するもの

であるから、雨曲線間の隔りぱ(B)線のような場合でも或

限度を越せば縮まってくるはずである。マスグレープは耕

転により、その地方の降雨記録と土地の謬透能に應じて、

出来るだけ地表流下となる部分を減じて、侵蝕を防せごう
とすることを提案しているのである。

この考を山地に利用するには第二岡のように斜面の一定

間隔毎に三角溝を等高線に沼うて掘る。今例を以て示せ

第二圖 ′ ぱ、斜面上5米毎

〃

一

百

ｺ

《
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に溝を掘るとす

る。この地方の最

大降雨眼度を1時

間30ミリとする

（本邦の豪雨地方、

には1時間80ミ

リ以上の記録もあ

るが、禿鐡地の多

い瀬戸内地方でほ

この程度としてよ

かろう〕･一方溌透

●

グ 一一

〔雛者・理學陣士，林築試職場，

－〔12〕－
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平田：健蝕防止の一案
－

’ 能ぱ1時間15ミリと假定する。本邦では謬識陰の蛮測値
を見ないが、米國で各種代表的の土について調ぺた副鎗は
この程度である〕｡1時間30ミリの雨が3時間つ鱒いたと

すると（その前後に1時間15ミリ以下の雨があっても、

それば直ちに吸收され地表流下とならないから問題でな
い〕全く鯵透が無いときは90ミリの水逓となり、15ミリ

の鯵透があれば45ミリが地表流下となる。これだけを三
'角瀞に溜めて下に流れないようにするための灘の大さは、
瀞の下方斜面からの幅（第二圖ab)を1米とし､.90ミリ
を全部溝に淵るには幅,1米長さ5米に對し0.45立方米と
なるから1/贄×l×h=0.45m3, h=0.90mすなわち群の頂
黙深さ（第二岡cd)は0.9米であるが、1時間15ミリの
謬透があるときは0．45米の深さで足りる。

蛮際にはこれは過去の雨量記録と、その土地の謬透能を
推定して決必る･なおいかなる豪雨にも絶對に地表流下が
起らないとするよりは､經濟的には2，30年に一回怖の豪
雨弧度を目安とする方がよかろうとマスグレーブもいって
いる。この溝はその内に雨水を溜めて水を吸收させ山に貯
えようというのであるから､排水職設ける必要はない。
溝の形は三角形に限ったことはなく、土地の事箭に鰹じ

て識想される水量を溜め得る容猿であればよい。た隙鯵透
の一般性質上次の黙に留意を要する。

●

1．土地の謬透瀧は土質によって大に相違がある。米國

の代表的な土について調べたものでは1時間59ミリのも
のから随に1ミリに足りないもの蓑である。一鯉誕生の土

種について調べた賓料があれば見懲がつくが、現地で測る
こともさほど六つかLくはない。謬遜gは土が乾いている

ときに大で､漁って来るに從って小になり、毛管水力鞄和
すれば最小一定値になる。土によって最小値は最大値の1
割位になるものもあるが、砂性の土はこの差が少な山､。こ

ういう設計には最"枢を採るのが安全である。

2．濁水が鯵透するとその懸濁微粒土が表面に沈澱する

ために謬読gが低下う-る。土によっては清水を穆透さした

時の10分1縦になるものもある。林地の落葉層はこの作

用を防いで常に本年の謬透能を維持する敷用があるが、農

紗馳では裸地を雨滴で打蝶されるのと濁水となるのとで、

謬透が急速に低~ ~3-る。溝を掘ると土の安定するまでにこ

の作用力謹ろ憂があるから、溝の底に敷蕊などをしてこれ

を防ぐ鯵必要があろう。花崗岩の風化土ならばその必要が無

いかも知れない。 ・

以_このように一定間隔に溝を掘瑚、溝を掘らない地面に

は倉田博士の奇蹟の草などを植えれば一層効果があろう。

草は地表流下水の速度を減じ、鯵透の機曾を多くするし、
またこの部分からの侵蝕で聯の埋まるのを防ぐであろう。

なお中國地方にある雨水を溜る溜池でも、その集水麗域
､にこの溝を設けたら､池の埋意るのを防ぐことが出来よう。

このために地表流下が無くなれば池に水が溜らないとも考
えられるが､溜池でも山から謬出する水が入っているので

あるから､鴇には溜らないが結局は同じことになろうと
思われる。これも試して見たいことである。

（
》

●

、

一一

しておらなければ雑誌のあり方すらも適切でないことにな

るのであるから、況んや雑誌以ﾀﾄの曾の活動においておや

である。

そうは言っても會員の中にに、何にも目的を一つにする

必要はなからう、両者を難ねれば尚更いいではないかとい

ふ方もあるかも知れない。そういう會員の方が多数ならば

叉その方向に進んでもいいと思う。唯私の言ひたぃこと
〆

は奄雨者を追うとならば、雨者を追う‘ことを意識して進む

ことを切望するだけである。IﾘI綱んとはなしにやっている

と言うのでは、困ると言うだけである。

以上甚だ要を得ないことになったが之れを以て三十周年

にあﾃごっての言葉としたい。

（11頁下段より綴く）各螢林局は夫を淵鐡を渡刊してそれ

には立派な業績が掲赦されてある。然るに曾員の大多数は

之れ等多数の林業料誌の凡てに目を通す磯曾に恵まれてい

ないのであるから、技術の普及といふ黙からすれば月灸發

表される之れ等の業績の中から、林業撰術者として少くも

之れだけは必ず目を通しておかなければならぬという記事

の三四を毎月選澤してその梗概をﾉ'林業技術I'に再掲して

曾員の便宜を計るということも此の目的の爲めには必要な

ことではないかと思はれる。叉曾の目標が後者にありとす

れば林業政紫の問題について鹿く曾員の意見を難り之れに

對し互に城討し合うといふ方面に進むべきであると思われ

る。以上l煙く雑誌編集といふ唯一つのことについての一

例にすぎないが、この例でも明かなように目的が判つきり

《
Ｌ
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したがって初學者むきの樹型級としてむしろ簡鼠なもの

を便とすべく、樹冠暦を上中下の3暦もしくは2暦または

1厨とし、各樹冠屑ごとに1等木・2等木および3等木に

わけることが適當であると考える。ただし等級をきめるぱ

あいには第2級木の淵賜りと同じように幹または樹冠の畝黙

によるを便とす燕 ノ
田中氏は間伐は狼くても弊害がないといいながら、ウラ

ゴケの材をつくることに反對していられるのはどういう臘

係であろうか。間伐が狸くなれ鯛咳磁がわるくなることは

溌然である。通寺國有林では10年間に材獄15～20％の

間伐磁行差指定しているのは、成長がよい森林では弱すぎ
る感があるとしても、材稜間伐率は30％以下に制限すべ
きであろう。とくにヒノキ林や溌地のスギ林では湿度の間
伐は禁物である。

適正本数は樹種・地位・林齢のほか伐期齢および生産目
標によって蓮5のが當然である。奈良縣吉野鷲M,川村でば

1蕊本植えてタルキや床柱などの磨き丸太を目標とし、宮
崎縣妖肥林業では1千本内外植えて辨甲材を目標としてい
るが、それほど極端でなくまた植付本数がほぼひとしくて

も30年生内外を伐期として小丸太を生産する私有林では
間伐はほとんど必要がないが、伐期が40～50年になると

肥沃地のスギ林でほ間伐を狸くすべく、形磁はわるくなっ
ても直硬がおおきく材積收謹がおおいことを有利とする傾
向があり、伐期がはなはだ高いばあいには間伐を慨軍に蛮

行して優良材生産に努力すべきである。なお主伐愛行前約
10年間に間伐をおこなうことは無意味である。

要するに間伐には種舞の方法があるが､優勢木の大部分

が不良品種であるか、あるいは畝黙がはなはだしい第2級
木がおおいばあいには、品種間伐まだは樹型級間伐は森林
を荒陵させる不安がある。田中氏は本数60%、材穣45%

を伐採しても弊害がなかった喪例をあげていられるが、間

伐の經鹸が瀧いものが狼度間伐を蛮行することは、正宗の
銘刀を持った氣狂同様の危嶮性がある。

名工を養成して林業技術を向上させる必要があるとして

も、大多数の林業鐵陶者に對しては適正本数を示して本数
間伐を蜜行させることが適営であると考える。適正本数は
地位および林木の犬さによって違うのが當然であり、また

麺舞の事情によってこれを修正する必要があるべく、選木
に際して品種および樹型級を吟味することが爾要であると

しても、間伐技術を進歩させるには、少数の名工を養成す

るよりも、一般技術者のレペルを向上させることが急務で

あると信ずる。ゆえに初學者および下級技術者に對して本
蝋間伐を推奨すると同時に、教養ある技術者には樹型級お

よび品種に剛する研究を進めて正宗に劣らぬ名工になるよ
うに努力せられんことを望む｡．

回
、

ふこたび間伐について

中村賢太郎

間伐の樅威者として多年疫地の經験を有す惑田中波慈女
氏から御教示を受けたことを感謝する。

田中氏が説かれる高遼の理想には共鳴するところがおお

い自田中氏の求められるものは正宗の銘刀であり、すべて
の刀鍛治は正宗になるように努力せよというのが同氏の主
張である。しかしながら森林は千鍵萬化のいきものである

ため､田中氏が40年間苦心して努力しても間伐を理想通り

渡行できないとすれば、若い技術者のすぺてに間伐の名人

になれということ朧無理ではあるまいか｡間伐の權威者た
ちが蕊術間伐を要求する(動､りでなく、素人は間伐をかた

る費格がないという人力;あるため、多數の林業技術者は間
伐はわからないも､のときめてかかゑことを恐れて、間伐は
瀧威者の指導を受けたことがない素人にも蛮行できること

を述べたのが前回の諭旨である。日本の林業が必蕊とする

ものは間伐に關する少数の名人をつくることでなく､､多数
の技il蕗に間伐を理解させることにある。潅威者の指導は
もとより諏要であるが、間伐に關する最善の教師は森林そ
のものであり、恨重に選木して伐倒後に自己批測をなすこ

とが上達のちかぶちであって、溺學に便利な技術である。

從來は樹型級（幹級別）を重要覗し、樹型級をきめるこ
とが間伐技術の重黙であるかのどとく主張する人がある。

どの木を伐りどの木を残すかを教えるには樹型級によるを
便とするが､一定不鍵の基準による賓絡試験の成鏡にした

がって樹型級どうり忠渡に選木すれば、とんでもない間伐
になるおそれがある。これに反して選木と直結するように

隣接木との關係を吟味して樹型級をきめることはまったく

御都合主蕊になる。樹型級は間伐木選定の方針にあうよう
にきめること力弛懲で、現在の樹型級は質際に淡くおこな

われているB種間伐にはよく適合ずるが、多年の經駁を有

する技術者すなわち正宗級の名人でないと適正な樹型級を
きめることはできないであろう。先般某地において一本の

超畷勢木がアパレギ（暴領、2風）であるかどうか判定を求

められたことがある。これを伐るか残すかをきめることは
上聴的容易であるが、第1級木であるか第2級木であるか
を少腱することは私にはできない。B種間伐では第2級木

を伐るこどが軍要であるとしても、第1級木と第2級木と
を瞳別する標準を場所によってかえるか一定にするかが問

題にな石ぺく、間伐が選抜試騨であるのに樹型級が蚕絡試
験であるとすれば、そこに解決Gきない矛盾がある。

一
手

円

＃

《
』

C談者･没嬢博士・東大教授〕

－－〔皿）一一



■
』
■
■

1

一一一一＝ニーーニニー昭和26 年度日本に於ける一一一

主要森林害虫發生の状況返沿長

齋 藤 孝 藏
①

一
－

duplanaHiibnerが禰島､三重､頑岡､大分各縣に發生して

アカマツ、クロマツに加害している。メイガ科Pyralidae

中のマツノコマ〆ラメイカPI1yeitapryeriRagnotは青

森､宮城、山形､頑島、埼玉、千紫、愛知、輻岡の各縣に．

發生してアカマツ、クロマツを加害している。近時前橘繊

林局加遡正明氏によって紹介されたモモノマダラメイカ

DiChocrociSpUnotifer机】isGn&nは山形、栃木、愛知、滋

賀､大阪､和歌山､山口､禰岡､熊本､大分､宮崎等の各縣に

分布することが知られ主としてモミ、タウヒ類を害してい

るが著者以前朝鮮京畿道水原に於てアカマツを加害してい

るのを見たことがある。カレハカ科Lagiocampidaeの中

のマツカレハDendrolimuggpectHbilisButlerは藩、岩

手､宮城､山形､頑島､茨城､埼玉､千葉､東京､新潟、
長野、岐阜、愛知、三重、奈良、長崎、大分、宮崎、鹿兒

島の各縣下に發生1-錐分縣の被害面績は100町歩新潟は

260町歩、愛知は3000町歩､長野は80町歩雨島40～50

町歩､千葉縣には大發生して被害はアカマツ､ク戸マツが主

であるが編島でばカラマツ山形縣では著者の概察では是等

樹種の外にヒマラヤスギ、ドイツタウヒに大發生している

のを見た。周期發生するものであるが本年の發生状況から

見て益々墹殖の傾向にあることを思わせるものがある。大

いに警戒を要する問題である。他にツカカレハDendro-

]imussUperanSButlerが僅かに石川縣下に發生している

の象なり。ヤママユ科凋Hturni4aeの中のクスサンDic-

tyop]ocajilponicaMooreは過去数年間各地に於てクリに

大惨害を加えた種類であるが其の分布は北海道､青森、岩

手、宮城、山形、栃木、千葉、東京、新潟、石川、愛知‘

滋賀、岡山、臓島愛媛、禰岡、大分の各縣に分布し其の

發生は全國的であるが．既に最大發生期が過ぎて消滅への

一途を辿りつLある。岩手100町歩、宮城70町歩、千葉

10町歩で大して問題でなくなって来たが次の周期に術える

必要がある。食性は雑食性で食飼植物の種類が多いが、主

としてクリ、イテプ等を加害する。シヤチホコガ科NotO-

dontidae中のモンクロシヤチホコPMleraf】麺"censBre-

meretGreyが次第に増加の傾向を示し北海道、秋田、山

形縣で知られるよりになった。加害植物はサクラ、ニレ、

クヌギ等である、幼識の喰害は秋季なるため林業上あまり

問題にするに足りない。山形縣でセグ戸シヤチホコMelll-

1． 緒． 言

今夏山形縣鶴岡市を中心として林野寵主催で全國森林保

謹専門員の講習會が開催せられ著煮も亦誰師の一員に加え
られたので各縣代表保護専門員の方盈と親しく夫だの縣で

＊

現在發生していぉ害患の被害状況を報告し合う機曾を持ち
且つ林野聴で既に全國の被謁伏況を洲議した所の黄料を松

山費郎技官を通じて入手出来たので其等を統括して現在日
本の銅氷に於て如何なる種類が猛威を振いつ上あるか叉其

の消長を記戯して置くことは単に昭和26年産のみに關係
するばかりではなく其の事柄が近き過去と近き將來とに關

係を持つと共に業務上防除對策を樹立う-る上に於ても極め

て菰要な強料となることを惟い弦に執錐することにした。

但し各縣代表が調査した費料の中には種の同定に對して多

少疑問な熟があったり被害方面から見て大して重犬覗すべ

きものでもない種類も含まれていたり反對に專門員の方玲､

が概察漁れの被害もあるであろうし其等を適宜取捨選澤し

て見た。次に記録する所のものは國有林、民有林の全部に

豆っているのであるが相當調査漏れのものもあると思われ

る。本稿を草するに懲り資料を提供せられた林蛎聴松1LI"

郎悶偲に各縣森林保護専門員各位に感謝するものである。

更にナガキクヒムシ科昆銀の同定を心エく御引受け下さっ

た山口大學村山醸造博士にも謝意を表したい。

2． 主要森林害虫の發生；伏況

一

；

叩
叩

寺

《
『

a・牛翅自Hemipte"

木目に脇する昆織で森林に對し大きな被雷をもたらして
いる種類は少なく僅かにアブラムシ科Aphididaeの中で

クリオホァブラPteroblJDrugtropicalisVanderGootが

新潟縣で發生しているこ･とLエゾマツカサアプラAde]ges
japonicu8Monzen並にトドマツオホアプラOinariatOdO-

coluS lnouyeがエゾマツ、トドーマツを北海道に於て加害

しているのみで平年の凌生と大差力無い。但しヱゾーマツカ
サアプラの方は人工湾林地に於て被害大なり。

b. 鱗翅目Lepidoptera

ハーマキガmortricidae科中のマツツマアカハーマキ砥ertia

嘩巻･山形大畢農學部教授〕

－－〈15）-－
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齋藤：主要森林害姦發生の状況と消長

loPhaanastomoiSiSLinnさが昨年突發的に局部的大害を加

え街路樹としてのポプラ類に加害したが本年は消滅した。

ヒトリカ科Arctiidaeの中のサラサヒトリOamptol6mn

interioratumW血】kerが青森縣で發生しているが他に維戦

後猛威を振いかけているアメリカシ戸ヒトリHyphantria

cuneaDraryがあって東京、千葉､愛知縣下に發生し主と

して街路樹を喰害している。ヤガ科諏Octuidne中のハジ

マクチバAtrac1leaVuIgariSButlerは卿奈川、麹馴、山

形、新潟、禰岡、大分各艤に毎年發生し山形縣で{fB本海

に面ｻｰる庄内地方で獅曾の傾向を示し主としてマ〆ケ、ハ

チクでモウゾウチクには少ない。ドク灯科Ijipllridaeの中

ではキアシドクカIVelaauripesBunerが秋田縣に愛生

しドクカNygmiaSubf]aVaBremerは北海道に發生し数

年前には東北一圓に大發生せしととあるも本年は著しく，減

少しハラアカマヒマヒI'ymantriafumidaButlerは宮城、

山形、東京、新潟、滋賀に發生してモミを害しマヒマヒガ

Lymantria(lisparljinng"圃毎這、毒藍、栃木、埼玉，

千紫､石川、山梨､岐阜、愛駆、兵庫に發生している。本

種は術に毎年多少の發生を見るもので時として周期的に大

發生を見る種諏なれば警戒を怠ってはいけない、カラマツ

アカマツ其の他多くの朧諜樹を害す-る。因に石川縣では被

害面穣ユ3,490町渉に及び栃木縣下ではクヌギが、荒され
喧いる。

c・ 鞘翅目Coleoptera

ハムシ科ChrySomdidae中イタヤンハムシGalerucellR

"ssipennisJilcobylが雷森縣でイタヤカヘデを害う-ろ外ス

ギハムシBnSileptapallidulumBalyは群馬、千韮、三重

滋賀､兵庫､和歌山､鳥取､山口､輻岡､佐賀,大分､宮
崎の各縣に分布しスギを加害している。宮崎縣の被害面積

は200町歩なり。テントウノミハムシArgopiSteSbipla-

giatusMotsChulskyは北海道にてヤチ灰モに大害を加えて

いることは錐と元則、篠原均氏によって報告されている

（日林誌第33総第7號、19”･本種に關しては疵に著者

が朝鮮京畿道水原にて其の生態を槻察し同様にヤチ〆モの

害鍛として發表濟ふである（水原高農學術報告第6號p･
“,19虹〕。但し著者が富時用いた和名はテウセンアカホシ

ノミハ塁シと云ふ和名を採用した。ハンノキハムシAge、

laSticacoeruleaBalyは北海道、山形、栃木､石川､愛知の

諸縣に分布し主としてハンフキ風の植物に加害している。

裁に注目に値するのは本年に入って著しく山形､新潟の雨

縣下に於て局地的に大被害を加えたものに力タピロトケト

ケHiSpil SulXluadrataBalyがある。ナラ其の他脹葉樹

の害銀で全山悉く眞紅になるので薪淡林施業上の大問題で

あり山形縣での被害面積ほ113町歩、新潟縣では500町歩

に及び次第に面積を擴張する傾向にある。本種は明治時代

に初めて鯛寸松年博士によって森林害鐡として簡箪に扱わ

れたの承で久しく影を没していたのであるが突然大發生と

なったものである。幼鯉は紫肉中を穿孔噛喰するため幼蝿

時代に於ける薬剛騒除は容易でない。其の他山形縣内のス

ギ苗畑にクロゥリハムシモドキLupfrodeg nigripenniS

班O"Ch.が漸増の傾向を見せ‘亡いる｡カミキリムシ科"ra-

mbyci"e中のヒケケ,カカミキリMonocllamuSg"ndiS

WaterhOUSeは北憾萱にてトドマツめ害銀として知られて

いるが山形縣では高山嶺線に分布するヒメコマツを枯死せ

しめつLあることは既に蓉昔が本紙上（第111雛）にて報

告濟みである。ミヤマカミキリ班釧】ambyxraddeiBIfsgig

は各地に分布してクヌギ、ナラ類、クリの害錨として知

られているが本年は痔に山形､薪潟雨縣に於て加害が目立
つ。シロスヂカミキリBntocera1ineolataCheVrolfltは石

川、大分で被害が報告されアヲカミキリChelidonimnqll-

adricolleBflteSは御ll縣から報告された。

次に重要なものにヒメスギカミキリSemanOtugrnfi-

p?nniSMOEChUlSkyがあって山形、石川、山口、禰岡に

あってスギを加害している力認近林業試騒場釜淵分場餘語

昌賓氏によって山形縣でヒノキを決定的に粘死せしめるの

は本種の仕業電あることが認塞された。然し食簿として本

種はスギ、ヒノキ、サハラ等であることは既に知られたこ

とであり東北地方でヒノキが奏騨を呈し近い為所に本種が

寄生して決定的に枯死せしめることになるだけだ。松喰銀

の中のマツノトピイロカミキリ.MonochamuS teSSeru】秘

Whiteの被害力殿近目立って來た｡特に岡山､長崎雨縣に

於て被害大である。次に所謂秘鍵騒であるが多年狽級を極

め現在も亦そうではあるが適當な防除畿傑が功を奏して、

次第に其の勢を弱めている傾向を示す。それでも奈良の被

害木は20,000滴、愛知の20,000石、島根の],500町渉

佐賀の30,.000滴であるが他は大鰐に於て下火であ愚が今

迄あまり激しくなかった東北地方は却って汕徴してはいけ

ないよう冠ある、今日まで二次的繊度銀として扱われあま

り注目されなかったタウヒノヒヌキクヒPityopl'thoms

juCundU3B1andmr(1が次辮仁東北裏日本及び兵庫臘簿に

進出して来てアカマツ、クロマツの枝に課生している。松

喰錘ではないが同じくキクヒムシ科Ipidaeの中のサクセ

スキクヒXylebO鷺皿sflxesseniRatzeburgは山同縣下這雑
木を加害している。ヒバノキクヒムシIHoeOSinuspe"tus

Chnpiugが愛媛其の他で發生しそいる。ナガキクヒムシ科
PlatipodidaGの中でカシノナカキクイムシStenoplatypuS

puercivoruSMurayam:lは山形、宮崎、鹿兒鳥縣で問題と

なり夫をナラ類及びカシ類を害し特に山形縣ではルヰスナ

カキクヒムシP】ntypuglawisiBlandmrdと共にナラの埠

木澤伐を行った跡地の壯齢木を加害している。コガネムシ

〕－
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齋潅：主要森林害識發生の状況と消長

科Scarabaeidaeに鴎する昆虫に臆各種あって其の加害も

成虫と幼虫所謂根切虫の害とに分けることが出來ろのであ

る力逢國を通じて根切虫の害が非常に顯著になって來た。

祁奈川蝋三震､奈良､兵庫(成虫の被害)匿島(砂防植栽

せるハンノキ類の甲虫による加需）佐賀等から報皆されて

いるがこれは全國的液問題で本年に入って特に増加の傾向

を示しているb

d・膜翅目Hymenoptera

ヒラタハバチ科PImmM1idae中のオホアカヅヒヲタ,､バ

チCephalciaig副ﾕikii,TakeuChi・は北海道にてダウヒ、エゾ

マツを害し、ハバチ科mentbredinidae中のカラマツハラ
噂

アカハパチ嘩matuseri,･heoniHartig (靴海道､岩手、

秋悶､山形等北方に罐生してカラマツを害し漸増の傾向を
示す-．ヒラァシハバチCroesu9japonicusTakeuChiは輻島

縣でハンノキ類を加害しマツノキハバチN℃odiprionser-

tiferaGeoffl･oyは栃木､群馬､東京､石川､兵庫､岡山
等で特に害が目立つ。マツノミドル､バチNecdiprion

ji'pbnicnMarlattは宮誠、石川､長野、兵庫、愛媛で害が

あう雨種共にアカマツ、クロマツの害虫である。特に幼齢

,林に於て害犬なり。没マバチ科Cynipidae中のクヅタマ

バチDryocoSmuSkuriPhiluSr鵬nm2fguは近年開西方面

でクリに對して激害を與えつ上ある種類で富山、岐阜、靜

岡、愛知、三蕊､滋賀、京都極大阪、兵庫、島根、岡山、

籏島、山口、徳島、詞11、愛媛、大分縣下に發生中で滋賀

では1,000町歩、京都8,000町歩、島根300町歩、愛媛

5,000町歩、庚島は全面的等瀧知らｵL次第に北上の傾向を

持つ恐るべき害虫なり。
〆

e・ 双翅目Diptera

タマバヘ科Cecidomyii"eの中のマツノシソトメタマ

バヘContarin"SP.は宮城”山形、京都、愛媛、大分の

諸縣から報告せられ大分の被害面演150町歩著者の溌地調

査では宮城縣の被害面積も相當なものであるqマツノゴバ

イシ.:=､Thecodipl(EisbrilChynteJiaSChwiigrは兵庫、島

根､長崎に被害犬にして島根1,600町歩、長崎は5,000町

歩で後者の中には壷岐b對馬が含まれている。本虫はアカ

マツ、クロマツの天然林を害するため特に警戒を要する。

_ f.其の他の害虫

カイカラムシの類や､釉管目の中のマル'､ピムシの類や

辨目ハ〆二科のアカ〆二等が各地で問題になっているが特

にスギノアカ変=Tetranyohussp.の害は秋田､刷劇1I，

愛知．三重、宮崎の諸縣から報告されている。

3．森林害虫撫生の消長と今後

の對策

森林畿鼠の分布は→没昆愚に於けるとJ司じく食虐鞭肋分

布の支配を受ける場合が多い。勿論雑食性の害虫ほ此の限

りではない。而し･て發生の状況を見ると大磯に於て全國的

なものと局地的なものとあって其の中間性で全國的とまで

は行かないが相営大面猿に亘って發生するものがある、叉

發生が突發的なものと周期的なものと常に多少の多寡はあ

るがzIs均して發生ずるもの等がある。

先ず昭和26年度發生の種類中全國的なものとしてはマ

ツカレハ、モモノマ〆ラメ.イカ､〃毒サン､松喰虫の多くの

種類､根切虫､マ．ヒマヒカもヒメスギカミキリ、ハジマクチ

バ､マツノキハパチ､マツノミドリハパチ、マヅノシントメ

タマバヘ等を繋げることが出来る。但しモモノマ亥ラメイ

カ、マツカレハ、ヒメスギカミキリ．ハジマクチバ、マツノ

キハパチ、マツノ.ミドリハバチ、マツノシントメタマパヘ

簿は北海這には渡生せず本州一圓に發生している。マヒマ

ヒガは1I上界共通種でありながら本年の發生は兵庫縣は別と

してそれ以南にはあまり發生していない、是等害虫の擬息

する中心郷士も夫盈異なるもので松喰虫のそれは中心が中

國地方､九州地方に傾いている。マツノキハバチの元来の

分布は本州、四國、九州であるが最近東北地方であまり發

生しなかったのが本年に入ってから發生を貝北上の傾向を

示している。局地的に發生したものとしてはエゾマツカテ

アプラ、トドマツオホアブラ、テントウノミムシの北海道

に於けるマツノゴパイシバヘの兵庫、島根､長崎に於ける

力タピロトケトケの山形、新潟腱於ける、アメリカシロヒ

1､リの千葉脇東京、愛知に於けるが如し。但し此の局地的

な種類の中には本年は局部的被害で終ったが明年から更に

被害直撤を銭狼しそうなものにアメリカシロヒトリ、カダ
ピロ1､ケトケ、‐マツノコバイシバヘがある。散に之れが發

生の麺妾縣は賎に警戒を必嘆とする。次に全國的とまでは
行かないが相禰朧蔽赦に發生中のも④にマツノコマ〆ラ裳
イカCll跡罷這を除き本州中部以北）ハラアカマヒマヒ（東

北、關東）スギハムシ（關東以南）カラマツハラアカハパ

チ（北海這・東北）クリタマパチ〔中部地方以南〕がある。

是等の種類には4錐するものと南進するものとある故現在

の溌生分布を注観して其の進路を断つことを考える･べき
だ｡‘

發生の突發的な芯のとしては外國から輸入されたアメリ

カシロヒトリも勿論のことマツノコPバイジパヘ、力タピロ

トケトケ、クリタマパチがある。是等に脇し筵は何虚まで

被害が蛾大するか未知なる故巌に醤戒を要する。周期的發

生をなすものとしてはマツカレハ、クスサン．，マヒマヒガ

マツﾉｷﾊバﾁ､マツノミドリﾊパﾁ等が蝿が一噸肯減
したかの如く思われていても再發する瞳あるたあそれに備

えて林分の構成なり耐懸性品種の墹殖なりを考えて置く必

要がある。常に多少の多寡はあるが平均して毎年發生を操

－

勺

一
一
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齋藤：主要森林害識發生の状況と消長
ニ ゼ

慣値多い用材林の害鐡が對照になるのは営然であるが今後

の研究の對象は用材林は勿論のこと更に特用樹種並に薪溌

林の鴇撤にまで注意を挑うべきものと思う。箪木蝉伐跡地

に著しく害過の發生する1，2の例を前に述べて置いたが耐

虫耐病性のある理想の林分並に作業極を樹木生理、林分生

理､森林生態學、育種學､鎧林學、森林保謹學等の立場か

ら築きあげる事こそ吾人に課せられている大問題である。

早期診劉法により被害を未然に防止することも亦肝要であ

るし更に有効なる化學的防除法の外に輸入昆鐡のみならず

其の他の害過雁對しても天敵の輸入並に研究が大切であ

る。兎に角毎年持燕の害愚の發鎧伏況を把握することがよ
W

り一瀞塞礎的に大事なことであるから森林雷騒溌察防除に

畷する全國的な一つの系統的な組織の發生を痛感し七嘘
ない。

返えずものにマツノコマ変ラノメイガ、ハジ言クヂバ、ハ

ンノキハムシ、ミヤマカミキリ、ヒケナガカミキリ、’ざメ

スギカミキリ、職食虫類、根切淑類、マツノシントメタマ

バヘ等がある。是等の害鐘は塞境に悪まれると大發生とな

る.ことある故注懲が肝謹である。

昭和26年度に於て被識塁度が下向きとなりつLあるも

のに松喰過類、クスサン等あり反識に上向きの傾向あるも

のにマツカレハ、クリ.タマバテ、マツノゴパイシバヘ、根

切銀類、マヒマヒガ、スギハムシ、マツノキハパチ、マツ

ノミKリハバチ等がある。是等の害録に對しては防除對策

の研究力;大事である。蓉者が本紙で扱った害騒の種類はマ

ツ類、タウヒ、モミ類移ギ､ヒノキ、カラマツの害墨多く
“勵徽としてばクリ、クヌギ、ヤチ〆モ、ナラ類、ハンノ

キ類、イタヤカヘデ、サクラ類、ポプラ類であって經濟的 ＝

‘ 古 書
○下記は會員･其他の委託品債絡で､御註文に對し本割

円

興林曾河1Iの水位に及ぼす森林の影響(昭12)350

本多靜六鐙林學要諭〔昭の 400
青森管林局林木の鍵異・品種並品種改良〔昭9〕 250

旋斡-------一---------
β

ま遥料の外、斡旋手数料として其の一割を申受けます。
‐円

熊本大林匿署九州儲材利用並製材状況調査書 300
日向辨甲秘林琵組合日向辨甲材の紹介〔昭22) 50
三浦伊八郎木材防腐保存法（上・下〕〔昭鋤 150O
赤井・逸見木材腐朽菌躍〔昭20〕 250
六所丈三木材の鯛上及利用（昭13〕 300
大日本山林衝木材パルプと紙･人絹・人繊 ”O
熊本誉林局 日向窯とその改良〔昭6〕 200

兆 松炭油に就て〔昭20) 70
川獺善太郎林政要諭（明?の 800
大日本山林曾明治林業逸史(正敏〕“6） 1500
服部希信 人吉群に於ける育成約林業〔昭1の 100’

綴:瀧謙蝉舗籠鱗殿謄霧管理 ’0
朝欝識道協鐵朝鮮に於ける林産品經濟調査 20O
三浦伊八郎熱辮林業（昭19〕 30O
久保利夫熱帯鐵檸概論〔昭18〕 頚0

高山腿太郎 南洋の林業〔昭17〕 250
中牟田玉郎樺太森林開謹事情〔昭6〕 200
本多靜六大日木議徴名木誌（大2〕 500
中渕猛之進・大日本樹木誌（大11〕 350
台灘辮府台湾潔隊圏説明書〔大4う 200
坪井伊助竹類圃譜〔鰐溌付う 3000
日太林學曾雑誌〔職～31総12號〕揃 44,000
東大瀧摺林報告（1～28蕊）9,10競峡 10,000
林業試験場蕊報〔1號～57雛）19冊峡 5000
Lorey:HImd-bucllderForstwisSengcl'aft(II版) 2200
Wagner 5 SeagpniI噌｡fWOod(19]r) 500
MoonandBroWn : E1ementsofFOreStryq924)400

、

竹内亮鱸學馨漂綴灘諦9デ ユ0， ■

遡淋技術講習會更新諭（昭3） 150
寺崎渡間伐の要旨（昭2〕 200
典林曾撰伐林（昭10〕 300
市川親女”巴諭と肥科の化學（昭16） ． 300
滿鐵産業部 滿洲に於ける護苗造林法総説〔昭11） 150
高知瞥林局森林の扱ひ方〔昭14)‘ 100
青森誉林局森林糊成群ヲ基礎卜スルひぱ

天然林ﾉ施業法（昭40〕 ’ 400
山林局 ブナ林の施業参考資料（1）（昭13） 350

〃 ブ秀林施業法埜礎調査經過報告（6） 400
藤島信太郎森林施業計謹《上･下）〔昭17〕 130o
鈴木茂次 材稜測定及森林評便法“4） 2曲

林野局灘難儀ける水源地帯の 30

大日本山林會山村の副業（昭10） 50
坪井伊助疫職竹林造成法（大6) 350
山梨縣山林曾まだけの話 50
導喪局樟現在趣池材調査盤“23） 200
ZJI1縣没事試職場オリーブ及オリーブ油〔大11) 400
石丸文雄森林土木工學（蓮材及貯木編）〔大7〕 800
上村勝爾森林利用學（上･中･下）〔昭3) 3000
佐藤銀五郎木材工蕊〔昭2） 15o
關谷文彦 ＄木材の解剖的性質〔昭22） 180
熊輯*匿署木材利用調査書〔大6） 300
ー
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垂塞誌上討論＝＝
～ゴー一…一一 …一一

木材利用の合理化|域ﾛ何にあるべきか？
～ －－－－鐸基尹

（去る第115號に於て討論の原稿募集を公告）

氷材利用の合理化は如何にあるべきか 畔

木材利用の合理化は如何にあるべきか 小

木材利用の合理化は如何にすべきか 片

木材利用の合理化は如何にすべきか 荒
ヤ

利用合理化から観た製材工場の立地 高

製材･と木榊1用の合理化 仁

鐡道院木の耐久年度の延長を圃れ 中

東北地方の燃料消喪の改善について 石

特に燃紫賄費の問題を中心として

（順序不同）
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(ii)駿材の利用：上述の様に伐採された1本の木か

ら出來るだけ役に立つ部分を多く探り、尚且つ生ずる

屑材はこれを有敷に利用しなければなり寮せん。先づ

鋸屑としては、テックス等の織胤鰯原料に廻すとか、

ビスコース等の如く化學的虚理によりて有用寅材の生

産並に食用茸の培養面等を擴充する。或は鋸屑城の政

、 善並に多少の化學的魔理（安償の可燃材との混合）に

よって高度の燃料化を脇る等の方錐が老へられます。

Oii)木材の測上：この方面の對策としてば合板、積

層材､合材､狼化木等の如く、木赫の物理的、機械的

性質の改善と共に、木材･の有敷利用率を増す以外に、

．更に塗装、着色技術の改善によって、安償な材を以っ

て銘木とか、紫腫、黒樋類似の模擬材を生産し、家具

独築方面への利用面の披張を闘って､出來るだけ安償
蝋富な材料の利用化を促進する事です。

次に後者の利用木材の保散、耐用年度の増汲に對する方

策としましては、防腐、防銀、耐火、補湿虎理を完全に行

ふ事でありまして、前三者は主として有敷なる薬剤の發明

と適切なる虚置にI開する研究の護展を待たねばなりませ

ん。最後の補猫といふ鮎に開しましては、前項の木材貴化

の方策と關聯しまして、木材乾燥の充震､接蒲剛の改良と

接蒲技術の改善によって、合板合材を高度に利用する様、

更には金鬮と併用して出来るだけ耐久年限を増すと共に、

用材の節約を圖る事だと思います。

1以上は木材利用の合理化に開する概括的な私見でありま

して、この様な槻鮎より更に私の專問的な對策論を進めて

兇ませう。

1． 木材利用の合理化は如何に

あるべきか

つ

畔柳 ．鎭
くる やなぎ しげる

この問題に開して、私の所説の前提として多少の總読的

な私見を前言する事をお許し下さい。現在並に將來の日本

林業の状態を老へるのに、この木材利用の合理化の方向と

しましては、私は結論的には、次の二方向ではないかと思

います｡即ち

（1）粗材並に構築用材･としての木材の有效利用範園を

擴充する噺。

（2）利用木材の保綴、耐用度の改善。

でありまして、前者憾襲するに、原料としての木材の利用

率を高める事であり、後者は耐火、防腐並びに物理的機械

的改善を行って､木材の耐用年度を出来る限り長くする事

でありまして、この壌な方向をとる事が､木材利用面から

見て長年過伐によって猫められた我が國林材界復興の鍵で

はないかと思います。

籾、以上の二つの命題に對しまして老へられる具臘的施

策は、先づ前者の木材の利用率を高める方法としましで

(i)用材率を高める事：この爲には、伐木運材機構の

改善とか、木工機械の改良によって屑材とか駿材を出

来るだけ少くする事であって、他には、合材､木管、

曲物等への利用面を更に擴充する蕊により出來るだけ

屑を少くして、用材としての利用面を柵げる事であり

ます。

~

面

－=〔19）－
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誌上討論：木材利用の合理化は如何にあるべきか？
－ー．－

に對する化學薬液の注入に開しまして、研究を縦行屯であ

りますが、ぶなの擬心材で得た結果では、伐採直後の生材

（一度乾燥されたものは浸透魔力鍔る).藍、低周波加蝋時

る事により或る程度毛管有擁I皇硬識麿げ得る事がわかりま

した｡(昭和26年11月4日日本林學會にて報告）しかし、

まだ私の行いました、クレオソートの注入結果だけでは､

完全注入は講可能であり．ました。

この問題につきましては叉多數の研究者もある謀ですし

同時に心材注入の可能な事を報告されている方もあります

から近い將來或は完全注入の方策が發見されるかと思いま
すが、私の經鹸ではff鯛のまLとか太いまLでは、技術的
、

にも不可能ではないかと想像されま号。

そこで斯巖な虚理の完全を期する爲には、どうしても、

木材を細分ずるか、‐当旦パルプ化した後、化學魔理する方

向に進むべきではないかと想像されます。

細分して了ったものは，化學麗理は完全に行へるが、そ

の後ほど$うするかといち蝋になりますが、これを再び仮吠
樹吠に再織成する、所謝テックス等の繊維板工業がクロー

ズアップされて来ます。或はパルプに耐火、防潔、防腐虚

理を行った紙を以って､新たな燃え易い、腐れ易い、剣れ

たり、そったり、曲り易い木材に鍵るべき、構發材料を再

生産ずる方策が重要硯されます。

この様な動向は鰍米看ば疫職的に早くから行われていた

糠で前醤のテツグスは我が國でも贋く一般雁普及して居り

ますが、本営に木材の利用の合理化を老ハ議す時、理想論

かもしれ童せんが､以｣二の如き・粗材→細分←化學虚理→

再総成の線が一つの大きな方策と老へられます。即ち最初

に述べました穰な、小さな木屑までも無駄なく利明出来目．

つ他の繊維値秘を併用する燕により木材の消誕を出来るだ

け節約し得てしかも斯様に再稚成されたものは永綴的利用

に堪へるものであるからです。

次に来るべき問題ばか上る方策が企業的た成立つかどう

かであり、永領的虚迦を行ったとしても、弧度的要求に何

虚まで應じ切られるかといふでせう。企業としましては、

この方策の資行にあっては、設備､装置の黙からどヴして

も大企業に依存しなければ成立ちません，叉張慶的要求か

らしましてもやはりそ刺こ鵬じ得る庭置を加へる篤には。

宗卜の黙が問題となり、やはり賓本の多少が問題となりま

す。この成り行きは、維戦後非徽に多く出現した繊維仮工

業が現在全く影をひそめた現状から推察されます。要は大

企業が、國家的見地から、再びこの現状に再繊討を加へ技

術的にも研究を推進されるのを望むものです。

叉狸度的要求に對する對策でありますが、私は今一度戦

時中に非常に發達しました、張化木、合板、合材に開する

技術と經験が、以後の研究成果と棚俟って、美しい花迩咲

元来少ない材料を利用するにあたつで、その最も合理的

な方法は何かといふ場合、木材に限らず何で8有るものは

出來るだけ節約して、しかも熾大限有敷に利用すべきであ

り、劇.つ一旦使用.されつ上あろものば無くさない様に大切

に可能な限り長く使うといふ以外にないでしょう。そこで

節約とは､小さな4錨材まで使へといふ事であり､無駄な方

面へは除D使ふなといふ事で極言脳來簑す。更にこの有敷

にといふ意味には、木材の有つ特性を最も生かす方面へ使

へといふ事と多少の嫉黙は何にでもある。その縦黙は嫉黙

としてその総使ふ事がいけないので、これを利用目的に最

も合致ﾘｰる綴に改めて使へといふ意味の二面があります。

狐この節約といひ心無駄をしないといふ黙に關しては、

現在の經濟系態からして､同時に將來も叉曾社､工場その他
の事業者の鴬面する方策の鐡則であって、それぞれの賓本

状態に職じ七も最も薔邇にとられている方法と信じます。

従ってこれを一々今此虚で言及する事は総り末糖的で、.目．

つ各為の企業形態の特殊性もあり、叉紙面も足りません。

叉恢鮎を改善すゐ方策としましては、多数の研究者が日夜

この命題に關して浅頭せられている虚でありまじて月に多

数の溌重な努作が蕊表されて居る現状であり輩すから、個

個の研究成果が現業的に應用されるならば､將來も亦信ず

。ろに足るものであります。

、 そこで激は新たなる大きな動向として利用木材の保級即

ち耐用年度の補睡噸弗ｲ蝉的麗理の現状並に將来の見
透しを論じ木材利用の合理化の線に私見の焦馳を合せて見

譲澱ff蕊幾麓鯰獺蕊雛鰈
する事は勿論であって、餘り分子蛾の大きいものや粘度の

高いものは木材中に浸透しません。勢いとｵl等の藥割は．

木材表面に単に塗布す墨の承挺留まるのでありますが、木

材表面に塗布した場合と、内部迄完全に注入し薩場合とで

は、蕊剛の種類による事は勿論ですが防腐剤にしろ、耐火

剤にしろ、永年の效力に對しましては、後者の方が催秀で

ある鞭は論を俟ちません。そこで敷力大なる藥割を選ぶ事

と分子澱の小さい､粘廃の低い薬剤を選麹譲力泌要となっ

て來ます。

虚が一方斯溌な藥液の溌入孔たる木材細胞丙及び隣接細

胞との迩絡邪は往盈にして、充城魁〔タイローズ〕その他

の物質によって閉ざされて居りまして、これは樹種にもよ

りますが特に心材に於いて籠しく時には10-s～10F''9cm以

下の半秘し海開孔じていない場合があります。これでは少

し大きな材では水もよく浸透致し堂せん。從って防腐郷、

耐火湖の如き分子量の大きなものは全く注入不可能と考へ

られるのが現状の橇です。

この黙私も色々と心材の嫌な有效毛管半霞の小さい木材

ｳ

、

‐

一
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誌上討論：木材利用の合鋤上は女噸にあるべきか？

かせる日を切望致しまず。前にも一言職れましたが、金騎

その他の補張喪材を有效に使って燃えない、腐らない、し

かも温い再構成木材を次代の人毒に残したいものです。そ

して欝蒼たる美林と共に（岡山大學儘蕊割助教授）

“製典によって全國で木溌約18‘蕊ドン、薪で19蕊5千

トン、年間生産量の→割遜､ものが節約出來るというが早

急に全代燃車の韓換を完了する綴にしたい。之によって立

木伐採蝋:600蔑石以上減少することが出来ると思5．

二、都愈地木炭消蜜節約及他の燃料との代替策の徹底的

鯏行

都曾地（地方小都市を含む）に於ては燃料器具の改良を

行い燃料敷率を高め、或1通{錠プリケート生産によりｵ錐

代用とし､一面瓦斯曾献､義電所等増漉計測の上極力木淡

の消識節約を計り、近き將來に於て都曾から木淡を願錘す

る。之によって木炭60蕊トン以上消斐節約し立木伐採魁

1,600蔑石以上を誠少する。

三、農村家庭に於ける燃斜消費の合理化 ，

現在盤山村に於ける燃料を調査して見ると、一・戸欝平均

木炭200キロ，普通薪90束､薪木（趨朶長さ6尺蕊1尺

2寸に結束したもの）120束で立木材積換算約15石に相

鴬している。此穰に灘山のｵ轍を使用す鵜のは山林を持つ

地方に限られているものと老へられるので農家平均一戸鴬
木材8石相當の燃料を使用しているのもと慾這全國農家戸

数700洩戸と推定赤れぱ木材5,600萬扇を燃料として消鐵

している．ことになる。

此数字は恐らく安常でないとは老へるが､蓑し是等農村

家庭に於けるカマド②改善によって假にその･25％を節約

し、發蹴所附近の鐵寸の電力化、住宅改善､更に合理的農

業經誉に於て農産加工による燃料節約等により25％の消

蜜節約が出來れぱ、是によって木材伐採麓2,800萬石以上

減少ずること力剰待出来る。

以上溺職について燃料使用の合理化が滋現出来れば礎に

5,000蔑石の木材消我節約となり薪炭材としての森林伐採

量は5,300蔑石に止めることが出来患。

次に用材としての木材利用の合理化について考へて見た

い。

一。溌材利慰について

立木伐採堂の50％は溌材として従来は側板材で魔分す

るか燃料に使用されぁ力域は全く繊棄される有様であった
が、此丙37％は利用可能でた渦と思う。

其一法として加水分解法で木材識を製護して家畜の抑制

飼料とすることである、其原繩鐡種としては針頻劉に限ら

れている力撚準灰は工場騒材の庇紫構でもよい。

＝､材費劣悪な慶葉樹の合理的利用

從來奥地林で材質劣悪のため見捻‘亡られた隣葉樹につい

て舞臘に於て水力木工場或は簡易な生パルプ製造工場、蝿

板工場等設備によって是力轄理的利用を行う

三、製材工場の研究

製材生達瀕上の向上について鋸闘武の製材･を鉋削式に政

U

2． 木材利用の合理化ば如何に

あるべきか

小松雄二

木材利用の合理化を老へるに雷って先つ其消螢鐙につい
て考へて見る必要がある。

そこ､E之を用材と罐に三大別して鍵林省の統計によれ

ば1950年挺於ける用織肖喪逓は5,500萬石で､1949年の

立木伐採量は1"1,,000蔑石となっている。

叉1950年に於ける薪炭消費量は木炭187萬トン、謹函

薪2,061蕊5,000石､カス薪20萬5,800トンで､1948年
、 9

の謝湖及製炭原木としての伐採数量は4,129蕊棚となって

いる。之を立木石蝋に換算すれば（1棚2.5石として）ざ

っと1億300蔑石となる。

特に此薪炭伐採量については私は鐵閲にし､て未だ静て立

木石数として正確な調査による統計を見聞した事はないが

此職なことでは如何なる礎秀な林業技術者と錐も明確な施

業討謹や適切な對策の樹立は困難ではなかろうかと思うの
で営局者に於て連かに此鮎具燈的調査を進めて戴きたい。

此調査については全國の中學及高校の生徒をして自家消

識燃料籍＝髭の方法様式礎講して調査ぜしめそれを錐礎と

して各管林局署叉は各都這府縣､地方事務所に於て坂纏め

る雛にしたならば比較的正確な結果が得られるのでないか

と思う。

此様にして調査すれば恐らく膨大な數鐙になるだらうと

老へられるガ戦魔では1億300萬石といき鍾量を韮にして
述べることにする。

1949年調による謝魂森林面穣朧凡そ2,500蕊町渉であ

る、公私有林侭其丙工,707蔑町歩で68％を占めている｡

此公私有林1町歩鴬平均驚識はﾕ63石で國有林の436石と

比較して餘りにも大差のあることは農山討民に林業知識漢・

く、識ﾎするどころか製炭原木にも達しない潅木を毎年薪
令

木（粗薙と同溌のもの）として伐採され､･そのため地力減

退し荒慶への一路を辿っている。

以上を見ても私は木材利用の合理化は先づ薪溌材利用の

合理化からと狼く叫びたい｡次にそれならば薪鯛ｵ利用の
合幽8は如何にあるべきかについて2,3私見を述べて見る。

一、木淡車、薪車のカソリン自動車への轄換柊ついて

現在我國挺於ける代撚車總台数は約8漢9,000台で目下

之がカソリン自動車への純換計鐙も蕃女進められ本年度に

一
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誌上討論：木材利用の合理化は如何にあるべきか？
一一

め箪板特に一般製材に於ける厚さ5分板位のもの業で生産

出來れぼ良いと思う。尚ほ鍔動生産能奉の昂上を計り､縦
材憤格の昂上について最も考へねばならないのは8寸未流

の小座木であるが充分研究を要する問題である。

四、木材耐用年度の畑狸

此方法については一般に防腐虚理力:老へられて､特に鐵

這枕木、爾柱材については粗當敷果を示しているが、私は

是につい筵ブナの暖皮の嫌にリグニンの鍵成？による木材

の永久的防腐の方法を瀞院し之が蝿見磯來れば恐らく木材

利用合理化の最たるものであると思う。

五、包盤材料の工夫

包装鯛用凋･は1ケ年間1,240萬石消費見込であるという

が農林省では假鎮一ル包装を奨勵し明年は大部分是に切換

へられるということであるが從ってそれだけパルプの使用

趾力鍛加するので假に包装箱用材としての木材が11000萬

石消賓減となってもパルプ原料としての木材がどれだけ増

加するかを考へて需給計遥を立てなければならない｡

六、耐火建築の促進

1木邊建築の耐火、耐用年度の黙より極めて危険且不經濟

的であることは克明の事ではあるが瀦吠に於ては賓材､資
、

金の面より閥雑な黙も多いので鴬局に於て具慨的討謹を至

急樹立して之が急謹澱施を促進し木材の需給調盤を計るべ
きである。

長野縣に於ても明年度に於定浅間山麓に壷する輕石を使

用して耐火耐腱性の永久的建築を設計々蚕し避施3－るとい

うことであるが、建築材.は用材の大宗とも言うべきもので

あるから是等については個人的には簡箪に解決出来ないの

で賦曾全臘の問題として考へなければならないと思う。

七、パルプ原料について

製紙用パルプ、人絹用パルプ共その研究も進歩し優秀な

製品を生産し其成績の見るべきものも多いが、是が原料に

ついては醜に不足を告げて居るので特に奥地林に於て從來

經濟的債値なきものとして遺棄された庚葉樹の一部及末木

枝條或は木材以外の原料を用いて現地附近の簡易工場で生

バルブを製造する方途を研究し、運搬菱節約と利用合剖上

の目的をも併せて達成する。

以上木材利用の合理化については從來兎角研究及震施計

蜜が不徹底であり，研究機關としての試験場、大學と計謹

遊行の磯關である官聴と産業經替主燈である民間會献と果

して密接な關係が有ったであうかを深く反省し､從來より

も一層官慰、學校、民間曾蔽､試験場等密接な關蓮と計劃

とのもとに國民全部の蛮任に於て腫剥に此問題の解決に犠

る榛にしたいものである。

學校の場合でも生徒の教育指導というばかりでなく、も

つと社禽的に役立つ研究や調査をやりたい、それが叉生徒

一一二〔

の生きた教育ともなり眞に資牡曾に役立つ人間を作ること

になるものと思うので諸官聴、試験場､大學に於ても又民

間會祇に於ても門戸を開放して諸施設の利用をさせて戴く

と共に經濟的援助を給へられ、吾燕高校教員を活用して熱

ければ幸である。 、
〔註〕暖皮について

最近長野縣下水内郡岡山村國有林丙に於て「ぶな」の空

胴木の中に發見されたもので、文化乙丑晩春、中江杜徴

書､三峰紀聞別記の本草樺木條に出て居り番中「落葉松

に多く其一大樹凡そ十數抱あるものに稀に見られ、営時

珍奇な座ぶとんとして用いられたJ事が記されている。

これについて載に附記し識者の御教示を賜らぱ幸甚であ

る。〔昭和26.n.2a

‘〔長野縣下高井農称高等學校教官〕
一

木材利用の合理化は如何に

すべきか

片岡哲藏

3．

U

些
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凸

木材利用の合理化を次の3面から楡討したい。

1．集約利用の問題

2．有效利用の問題

3．消蜜節約の問題

第1・木材の集約利用について

木材の集約利用については次の2黙について述ぺる。

1．遥材利用率の向上 、

造材利用率はまだまだ向上の餓地があ昂｡勝に北海道の
鹿葉樹の用材の利用率であるが樹種によっても異るが利用

率が45～“％であってその残材や末木が殆ど捨てられて

ゐる状態である。これ藩短尺郵111丸太に採材するとパルプ

及薪材に利用すること或は最新のハード・ウッドに利用す

るなら朧利F脾は大いに向上するであらう。

原木雌に窮してゐる製赫業者やパルプ業者の没行を期待
し又ハード・ボート工業の振興を望んでやまない。

2．製材歩止の向上

木材利用の過半を占め患建築業の製掴歩【I芸の向上が大い
に必要であるが依然として厚い鋸を使用してゐる工場へ鞍

告したい。

（1）圓鋸の灘鋸使用

圓鋸は一般に厚い鋸が使)剰せられてゐる、15番の鋸やそ

れ以上厚い鋸は正に鋸屑の製遁機である。

これ詮21番以下の薄鋸にするな‘らぱ製材歩止は10～

15％も向上する。圃鋸の21番の鋸といふと驚くかも知れ

ないが､13年も前から硬究せられ使用せられてゐるから心
グ

日

《
一
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誌上討論：木材利用の合理化は如何にあるべきか？
一

用途によって是非木材でなければならないものは別とし

てこの歩止の少いものへの利用を大いに制限すべきであ

る。

特#ご木炭については特殊用途以外制限すべきである、木
炭ほど木材利用上から不利なもの微ないと考え勘

（2）丸太の有効利用率の向上

丸太は遥材せられてから製材其他の加工にかへる前に有

敷利用率を低下してゐお場合が多い、即ち腐朽や虫害等に

よって利用率が著しく低下するからこれを完全に防止しな
ければならない｡方法としては伐採から加工まで系統的に
遮ること、完全貯材方法､防錘、防腐虚理の礎施等である

がこれらは云ふぺくし'て行はれないので、むしろ法的に拘

束する方法まで識ずる必要があると恩ふ。

また伐採は搬出施設と完全なる陽制施設とタイアップし

て行かなければならない、振出施設は年中使用出来ること

が必要であらう。

以上を勘案すると木材の遥鐡搬出及貯材事業は小企業で
は溌行不可能であるから大企業や官行斫伐によって完全に

施設して資行する必要がある。

また國有林の虚分についてば虚分事務の複雑や法類に拘

束せられて丸太の材質を低下してからの聡分の多へ‘､のは誠

に邇憾である。防腐、防遥の面から時期により早急に虚分

出来るのはブナ、シナ、力'零の材に限られてゐるが丸太

'の利用率の低下を防止する意味からは細ての樹種について

時期により随意契約によって出来るような法規の改正も必
要であると考えられる。

第3木材の消致節約

木材の消裁節約については種ぞあるが次の2つをあげる

13新聞、雑誌等には厳選して用紙の劉當を行い、つま
ら．ない新聞､･期聯を退治すること

2．新聞、増聯､事務用紙等は回收すること、紙類は燃

さず最後には回收せしめること、特に名刺、はがきや

厚紙の古いものは回收がないと燃して了ふだけである

〔北謹遁・金山壁稗薯長〕

鯛龍ない。

圓鋸の薄鋸を使用せしめるには

〔イ）圓鋸磯城を新品にしても高債でないから資行し易、

いとと

〔ロ〕圓鋸の薄鋸使用の普及指導を岡ること

〔ﾊ〕圓鋸身の厚鋸の慰作を制限すること

（＝〉野厚い鋸を使用してゐる工場へ原木の供給を制限す

る等があげられる

（2）北海道其他の地方に於ける帯鋸の摩鋸使用地方の薄

鋸使用

北海道では18～19番の帯鋸で3方板も製材してゐると

ころ力穆い、これを21～23番に薄くする必要がある。

北海道に於ける那鋸の使用の研究は以前から蒲手せられ

てゐるがまだ成功してゐなかったが、最近鱈碧の直管工場

で工員一篭の努力と目立工の偉大なる努力によって大割バ

ンドソウで21～23番、テーブル、バソドソウで23番室

で撰用出来るようになった。

従来北海道で薄鋸の使用に成功出来なかったのは製制機

械､目立機城､潤種､材の乾燥､i材の凍綣､製材椴械の取扱、
原木にカンの折がある、水中貯材が殆どない等の關係から

これらを關蓮して行はなかった等に原因があると思はれる

郡､また反面には薄鋸を使用せんとする搭慨的状勢にもな
かったこと、經瞥者の熱意と工員の熱意がタイアップして

ゐなかった等の鐵行力の問題にもあったと考えられる。

18～19番から21～23番雁なると製材歩止は7～10％

は向上する。 ．

』跡認這で帯鋸に薄鋸を使用せしあるには

〔ｲ〕薄鋸使用の普及指導を圖ること

〔ロ）製材機、目立磯力輔鋸使用に不向のものが多いか

ら販替の柿助手段も識ずること

〔ハ〕厚鋸を使ﾊiしてゐる工場原木の供給を制隈ﾘデるこ

と

（＝〕厚鋸を使附してゐる工場の製品は制限して薄板

〔5分､3分､2分3厘等〕の製材をせしめないこと

第2木材の有敷利用に野す-る利用率向上

（1）木材の有敷利用

木材を典輌に利用したら最も有效に利剛出來るがを稔討

して承るに､.今立木から歩止について用途別にお上蓑かに

計算して承ると

針葉樹の建罪材 50％内外

演葉樹の家具材 24〃 ，

庚葉樹の合板材、 23〃
バルブ用材 34～73％

薪 81％内外．

木炭 ］0～15％となる

一
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木材利用の合理化は如何に

あるべきか？

荒川 昭一

4．

我が園ほフィンランド・フィリッピンに次ぐ抵界有數の森

林國である、にも拘はらず木材需要の面に於いて何故今日

の様な苦慮をしなければならぬ塞態となったか、その賊隅

の一つとして木材利用の合理化が数へ上げられる。これは

木材の消費節約と共に應念を要する策で恒久紫としても積

極的に直ちに採用し得る方策でもある、故に築者朧これに

一〔23〕－
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誌上討論：木材利用の合劉{瓶如何にあるべきか？

對するメスを入れて斯界の學者及鋤厨者の積極的なる研究

を要望ｻｰる意味に於いて私見執べてゑたいと思う。
、私は味材利用の合理化」については次の項目に亘って

疫施さるべきものと老ふ画即ち

〔一〕製材技術の高函8及製材工場の集約的利用

唇〕木材利用の高蹴上

〔三〕'改良木材利用面の搬大
（四〕木工郷吋とその懸用独化

〔”末利用資源の開發利用

〔六〕其の他

〔一）製材技術の高度化及製材ごE場の集約的利用

製材工場は古来、山林の公共性や封建齢それに交通未

發達に災されて近代性絡の薄い工業であり、その特徴とし

ては他産業に比して規模が拙張されておら厳かつた。つ龍

り製材工場ほ終始､量的發展にのみ熱心で質的發展には非

術に退歩している最も原始的産業であり零細企業でもあ

る、こうした事は一に木材の利用力喰劉こされない大きな

原因と．もなっている、即ち内容設備の不充分な工場が鯉多

く出來て只矢鱈に經誉維持の篤にのぷ木材蚕消費すると言

う事になる、これほ木材資源にとっては重大な脅威である

今でもこの東北地方（秋圧崎森岩手）の山寄りでは只単に

圓鋸さえ設備すれば製材業が立派に出来るものと考えてい

る者が多いのである、この識は早念に改めて製制工業が高

度に集約利用出来る形態の工場を起すべきである、次にそ

の施策として必要なる事項を述べる。

（1）製材機賊の完全配備一一木材を出来るだけ末端迄

利用出来為だけの設術をする従って小工場は自主的に

大工場と併合して木材の零細的消費を阻止する。 ‘
（2）製材磯械の織鍼善一能率良く製品斑の損耗が

少く渉止りの向上狂度等も少くなる謙なもの、現在の

製材機械にはまだまだ改良鮎の餘地が多い。

（3）製材歩止りの技術向上一一目立土､職工､墨掛工
； の技術の向上化。

（4）乾燥歩h皇りの技術の向上化一一天然乾燥法の改良
及人工乾燥法普及化。

〔二〕木材利用の高庭化。・

林産經濟の面からして何よりも闘心を寄せられるもの侭

駿材屑材等の無駄の餘りに多く出遥事である。製材の際に

出る賎材だけでも現在の技術では20％以下となす事は不

可能で挫だしき時は40％もの艤材が出る、即ち水粉､腱

材､鉋屑､鋸屑､木厩樹皮､樹葉がその主なものである。

次にその利用面に於て合理化されるべき可能性のあるもの

を述べる。

〔エ〕化學工業を通じて利用出来るもの（水粉溌材鋸腺

臓材木屑樹皮〕－パルプ、紙、乾溜､薬品、繊維板

など。

特に繊維仮の利用は最泌木材添蝿の合幽もの面からすれ

ば鴬を得ているものと老ふ、郡ち現今でば礎材は燃料に供

する以外役立てられておらぬ嫌だがこれは甚だ不經濟であ

り且つ能力も悪く一時の気休めに過ぎない、近時これを繊

維化してテックス、マシンで抄鐙する方法等が考案され最

近では最安{斑な方法で出来る製造法（乾式海等も完成さ

れつムあ為からこの方面の研究は大いに進めねばならぬ。

〔”木工州に利用職來るも.の（樹皮鉋屑鋸屑）－木

工品、其の他。

樹皮では例えば樺細工として木工品の上張りその他の用

途に供せられるし鉋屑も接着剰等を用いて食器等を製る事

も出来る（秋田縣立木材工業指導所試作）し又鋸屑も加工

獅繭如何によっては立派に木工用材･として再生出來る可能

性漆ああ、其他雌搾コルク、デ桑〃などこの方面の利用開

發ほ重要であり更に最近では樹皮は腐ｲ欝藺縦操作によって

繊維及綿を製る事も可能となり屋根材料としても研究改良

次第で腰用面が大きくなる事と思う。

（3）燃料材の郷換

以上の如く職制類は悉く加工利用される故燃料としては

木材以外のものに噸らねぼならぬ灘だがそれには煉炭､亜

炭等の改良生産に努迩別な方面からの燃材を求めるべき毛

ある。技術の如何次第では木淡よりもこの方力窪翻的に有

利化出來る可龍性は充分にある。叉天然カスの利用開發も

一方策である。弦に於て、木材以外の燃材を得る事は必要

大であり、この面の研究は促進されれば濯らない。

（三〕改良木材利用面の搬大

木材加工に物理的､イ嘩的操作を採り入れ木材の鉄職を

補正し性質を改善して利用率を筒庭(ける事は合理的利用
の面からして必要鮫くべからざるものである。それ陣は

1．防火（耐火木材〕

、 2． 防腐〔耐朽木材〕

3．防銀（特に防駒

4．強化（磁化木材う 、

5．椛強改良〔合板､積厨ﾎわ

6．其他、がある、以下これに就いて述べる。

1．防火。耐火木材の必要性は木造建築園の日本では急

須の用務である｡現注の不燃測鰯媒などの注入法及金闘騨

などによる塗布法は堂だまだ研究の僻也あるもの故この分

野の研究の積極化は薫要歪ある。

2， 防腐。現在一定樹種にしか限られていぬ防腐湖注入

捷術を飛雛的なものとし木材の保全化を絶對的なものとす

る爲謝の研究､技術改良､防腐工場の設備の完雪廣張化が
必要底り。

3．防過。特に防蟻が潟開される、防識敷果劉の注入法
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誌上討論：木材利用の合理化は如何艇あるべきか？

も不可能ではあ遥まい､，近時その探知法も進歩し研究も緒 め堪こと。

についた様であるので早急にこれが防禦法竹灌れる様拍車 ◎收漣及利用を僅かな都合の良い樹種に限らず一鯛上が可

をかけ従来この面から失はれていた木材損失を阻止すべき 龍な様研究し資際化せしめること。

であるも ，◎製溌技術の敵良指導．
力･ザド

． 4．強化･高墜縮溌層材の利用度はこうなってくると大 ◎一般家庭の窯を近代化し､燃料の無駄を最少限度に止め

きい、これは合成樹脂の研究の進度と共に合理化される様 る糠穣極的な普及と指導を間ること。

研究改良を進込ね樺准らぬ。 以上簡條謡的に_ピッ面の拳を述べた力淋材界を通じ‘て今
5．補弧改良。合板、積層材は改良木材の先端をゆくも． 臼最も大きい問題となっている「木材利用の合理化は如何

のでこの方面からの利朋合理化は軍覗されねばならぬ。 にあるべきか」について探りあぐべき施紫の中、製材に閥
6．其他。近時盛になってきた高周波の利用がある、こ する部分を主として重要項目を述べてみた、これらは決し

れはその研究と進歩如何によって利|1合理化を推進する力 て机上の塞諭ではなく熾施の可能性も充分にあり敷果も叉
期待し得るに足るだけのものである。宜しく斯界諸士の難は大ぎい。

〔四）木工技術とその懸用湿化。 門的大方の研究と努力を促Pj-次第である。α951.11.17）
木工按胴は他工業に較べて遅れている。原因としては機 〔秋田聴講務都）

械の改良發達の遅れと識賊扱ひ技術の幼稚、研究の不足等

があげられる、よって木工機械の性能研究、獅臓の改良な 5． 利用合理化から観た製材工

どを學會､指導機關､工場が一丸となって成すと共に他方 場の立地
木材の偏則的利用瀧排して腰用分野を隣めぁ様研究の積極

高須 力
化を望む、即ち主なものをあげると

イ、縦黙材、温度の分類的利用。 立木を伐採して之を賎も集約に利用する見地から、用材
ロ、塗装の高麗利用。 伐採の跡地撰水で製炭を初めた。然しまだ残木を製淡識材
ハ、接蒲割の高度利用。 にするには餘りに惜しいとして麹探れる限り素材に探って

二、水工具の改良。 ． ‘ 製板に乗り替へた。之が山床製材の起りである。
となるがこれは決して不可能な事ではなく研究と努力を 木材慣格の大&I≧は努力費と輸溌費である。茨く言はれる

遡く要製するものである0 ことであるが、材木の他は輸謹蟹を賞ふようなものだと朧
“〕未利用識源の開溌利用。 今も昔も菱りはない、夫れ程木材は重遮物資である。然し

これはF.人｡O.の國際曾議に於ても最も主要的に取り上． 同じ重量物喪である鐵鋼程の高評侭されて居らないのも班
げられた問題で、この解決こそ何よりも木材利用の合理化 蜜であるし叉不思議である。此の重量物を騨幽から都曾地
を促す要因であらう、即ち奥地林の開發ほ急務なる事は勿 に運び出して製材し､再び元の地熱迄通論霧-る,而も都
論恒久策としても直ちに探f艇ねばならない、その篤には 會地より高値の建築材を使用させられたこ・とは､誰でも承
先づ詮代的搬懸の設備を得る事､民間及國家の投資を談極 認出来ない程の不合理である｡此れを是正ｻｰる篤に､5馬
化し,とれが量に於て充分に流通に於て充分信蝋出来る様 力乃至20馬力程変の極め心､規模の､乗れも主に間鋸に

＼

な對策の下にそれ力穏される事が必要である、そしてこれ よる製材所が、山床近く挺設立された。
によって生産された第二蹴種は近代式製材加工法の研究に 之れが簡易製材所の起原歪‘あると憶ふ・簡易製材所は安
よって一般的利用の面に供されるべきである。 債な喪材を原料とし得為ハンディキャップを利して、都會

（六〕其の他としてば次の様な勤勅罐えられる。 より逆輸詮さｵでた板の,僅絡より少しの安値で以て迩郊の需
◎政府が木材利用の合理化を稜極的に啓蒙宣傅すること。 用者に供給を初めたから、何虚に於ても最も好評を愛け極
◎研究及宣鱒によって禾竹に依る建築技蛎の最も經濟的な めて急速な發鯉遂げて今日に到って居る。

利用を岡ること。 私が此等溌易製材灰の丙、設備並に技術の最も優秀と鯛

◎現在の．日本農林規絡（用材）詮城討改革し疫用經濟的な められるものに付いて腰材波鋸屑の妖態を調べた結果臓次
ものとなし、その規機及縛級を普遍化廷しめること。 の如くであった｡

◎森林費源を最も有敷に利用する爲謬林業及林産物の綜合 （甲工場）
的試諒を篤す試験機關を充震弧化すること。 強材受入 12,000E(A)

鯉繍生塗 z920"<":--"%◎林業闘係の教育機關に於ける課程に林産加工と平行して
木材工業の面を弧く探り入れ木材加工技術者の義成に努
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誌上討論：木材利用の合理上は如何にある駐きか？

駿勅 2,500'S(C)-:--21%
鍵屑 ',500:fi(D)r/'2'$

（乙工場)・

賛材受入 16,500石<A)

鯉餓生塵 ’1,726石(B)÷-趣％

麿材 ヨ,000石(c)fF-'s%

鋸屑 エ,77"(D)-:=10%
申、乙､工場とも製函機を取付て旨居て集約採材に努琿で

居る工場である。然し乍ら雨工職とも溌材の虚理に困却し

て居る。溌材の何割か峰薪.として何とか利用されて居るが

鋸屑に到っては塞ぐ虚分に困って､多額の經費を掛けて捨
てL居る有様である。右の例から推して､製函設備のない、

簡易製材所の峻材率はまだまだ増加ずることを想偲する。

鹿兒島市内の-工場に付いて調べた結果は次の通りである

（丙工場）主製品は板である

費材受入 11,500石(A>

製綴生謹 7,2.0"(B)÷=63%
溌材 2,200B(C)÷=19%
鐵厨 2,100石(DyfF='s%

此の工場では、職材、鋸屑ともに燃料とし､亡斑却されて

居る、而も需用者力珍い篤に、競壷入札で最も有利に蕊捌

いて居る。然らば甲､乙の工場も，礎材鋸屑を鹿兒島市に
持込んだらよからうとは.誰でも恩ひ浮べることであるが、

織謹上簡箪に、そうは許されない。例えば、素材は15屯

車に60滴を欲むが溌材は3q"(7.5屯)以上は識めない。

鋸屑ともなれば20石〔5屯鋤,上は稜めない｡更に筒貨車
乗りまでの小運搬識の増嵩を加算すると、近距淵職邊でも

高率の運賃となって收支償はないことの爲に止むを得ず放
棄してるわけである｡甲､乙の工場は歩止りもよく､識勺
探材を燭行して居る鮎はよく認める。而して其の製品は建
設識材として庚く賓捌かれて居るが故に、産業復興に大き

な寄與をしてるであらうことは充分認識するが､同時に原
料の30％は全く遺棄されて居るので､貴重な喪源を30%

だけ産強して居る事疫も叉識るべきである。溌材の内には
トヅデ

玩具類を初め把手､割溌､其他各種の小型木製品工業の原料
に利用し得る樹種と赴を相當含んで居るが、需用者に鐙り

届ける程の鼠位量には達し厳い。例へ達しても、職謹蜜が

割高になる爲、需用者侭採算が合はないま奥に誰も見向か

ない。叉左撚なものkあることを知る槻曾もない。叉溌材

を繊維駁やバルブの原料にも利用したいのだが､企業単位

に達する量としては撞く不足fす．る°私の億ふのほ30％を

土廻る礎材鋸屑の利用である。26年度の用材需用は9649

萬石との由であるが、今後も此の割合なれば年為簡易製材

所に遺棄される磁材鐙腱棚懲な数に上ると憶ふ、此等隈品

の完全利用の第一段階として製材所の集中制を提唱する。

位碓の撰定に付いては既設のバルブ工場､繊維板工場､其

他木製品力Iﾛｰ業等、木材を原料とする工業と關連を持たせ

得ること詮條件とする。集中の規模に付いては．前記關通

工業の必要とする原料の2側乃至3劉を溌材で供給出來る

程度にし度い、然し霞力關係，輸邊關係等もあるので、一

集中ケ所で、概ね60萬石乃至100萬石を消饗する程度、

即ち2bOOO乃至5,000馬力規準とし度い。我國の森林は極

めて多くの樹種から総成され迄居る、而も工蕊的利用侭値

の秀れた旗業樹に富んで居るがも残念乍ら一ケ所に生立す

る鐙が極あて少い。恰も瑚撰論を集めて、或地黙に達した

虚に發爾所が起されると同嫌に、復雑困難な珊珍の､山盈、

谷巽から伐り出された各種の素材は、集約經瞥可能の工場

に達し1たどき剣めて､其の材の有つ鰹臘を發揮し得る用途

に向けられる。蛎畿に各樹材種に付いて合理的な用途仕鐸

は、木城節約上大事な一要素である。私は山を廻つたとき

之等有用樹が､徒らに炭に焼かれて居るのをよく見る。叉

簡易製材所を廻つたとき、蛍重な材が、徒らに壁板、セメ

ント板程度の下級製織に製材されて居るのを見る。若し有

能な素材業者が有れば､必ず彼れは各樹種の特性と形質を

活かして、集約合理的な利用節約を推進すると思ふ。木材

の性質挺對する知識の少い、簡易鋤矧所の蹴立は遂に素材

業者を駆逐してしまった憾溌ある。木材を識り，林業を理

解ずる、而してよく山に親む有識有能の素材業者を活動さ

せることによって、合理的利用探材の向上が望める、其の

意味に於莚も集中製材への切替が必要である。贋く散在す

る簡易製材所を廻って普編的に感ずることは､機械整愉の

不完全なものが餘りに多いことでおる。甚しきは中古品を

彼方､此方から一部づL掻き集あて組立てムある､附厩工具

等勿論釣合ひの取れない痛まし､殼備の工場も少くない。

薄鋸の奨勵をし度くもされないところが多い。秋田や、天

穂地方の製材所を獺たら､誰もが、其の進歩した識蹄と優

秀な機械整術に感歎するであらう。蕊し一地域に集中して

居る爲に､技購の練磨に經瞥の合理化に､不断の研究努カー
が縦けられる結果に外ならぬ。何事によらず競ふことは向

上進歩の最良の手段と信ずる。私の所謂簡易製材所なるも

のは各縣毎に凡300から800に餘る数と思ぷ、各縣は之ら

数多い工場枢對して、’乃至2名の技術普及員を置いて指

導に當らして居る、蓋し結鱗なことである、薪し之が集中

して居る所に重熟的に指導を力I底たら其の效果は一厨促進
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することを疑はない､技術向上面から観ても集中制は優る

と思ふ･以上私の趣旨を要約すれば

1．溌材の100%が第二次原料となり得る綴に製材所の

立地の洲整をする。

2．木材･の合理的集約利用の爲には有識有能の素材業者

のあることが必要である。、

3．利用合理化には生産技術と經菅技術の興剥な孤究工

夫と錬磨が最も必要である。

以上の3:項目の主旨を具鋤-ろ爲には製材工場の集中制
を探ることを敢て主張するのである。但し生産地目魁の有

敷需用を瀧たす丈の工場設備は存霞するのを忘れてならな

いことを申添へて置く。 （鹿兒島縣称務部・林政課〕

香と危瞼性を輕減する事腫疲勢を防ぎ仕事に對する注意力
を増し鈍り能率共極向上する助けとならう｡術正味7時
間半の定時間中100石挽く工場が残業で諸取り雁した場合
少い人数で2時間に50石挽いた礎例がある如く“、工員

給與の問題は歩止り、製品便値、能率等と大きな關係を持
って居り此の間の適正を得る悪も大切である。更に以下述
べる如く磯械の催秀なものを用ひ、磯城化する事等工場設
計及その經管を合理化う-る事は歩I上り、甫騨製品侭値を大
いに向上させるであらう。

[I]直接的影辮(1)薄鋸使用：薄い鋸を使用すれば歩
止りが向上するであらう事は識しも老へる所であるが、今

15番の圓鋸と25番の籍鋸を使って2分3厘の板溌挽く場

合1尺の板子から前者では30枚探れるに對し後者では38
.板も採れる。叉小礎木80本を製澗･して調柄材を探った場
合17番圓鋸では製品.64.8％鋸屑20.8%であるに對して

3番帯鋸では製品76.2％鋸屑8.4％といふ驚くべき相違が
出潜め資験結果を見ても、如何に灘鋸を使用する謝鰯渉止
りを向上させ得るか蟹分かる。しかも同じ籍鋸機械で所に

よっては26番(0.46mmJを用ひ所によっては21番(0.81
mm)を使って居る現状は製材してゐる木の相違があると

しても、後者力諭薄い鋸を使い得る見込がある。叉昭和22

年の調令では全國で圖鋸が40,964台も使用されて居るが、
これが16番-18番(1.25mm)を使ってゐる所が多いが
21番~23番①663mm)が充分蛮用に供し得為報告,(6)|のあ
る所から老へて一織りには帯鋸圃鋸共現在使用の半分の厚
さに茨走薄め得る可能性が充分にある。

②あさり 昔・訓蕊使用が如何に歩I上りを上げ得るかば

上記の謙であるが幾ら薄鋸でもあさりを大きく出したので
はその慣値がなくなる。あさりは或る使用條件により最適
の大きさがありそれより大きくても小さくても切削抵抗が

噸す（7）事が考へられる。今假.りに0.1mmあさりを小さく
してもそれ丈で21番と22番の鋸厚の差に等しい。昭和11

年秋田地方の瞥林署製材工場を調べた所同一鋸厚であさり
幅が0.6mmの達があった。叉私力訓乍年民管の某工場とそ

の隣りの某二I鋤とで同一秋田杉を挽くのにやはり同じ程度
のあさり幅の棚遮のあるのを知ったがこれでは同じ厚さの

鋸を使ってゐると言ひ乍ら一方を26番とすれば他方は19
番を使ってゐるといふ甚だしい蓮a方であぁ。更に1本の
鋸の中で歯によってあさり幅が0.35皿nも不同があった由

報告せられてゐる"〕が、1本の鋸の中に不同がある事は大
きなあさりを持った歯が不必要に鋸屑を残す丈でなく鉋仕
上をする時には之が全面の問題となって來歩止bを大きく

低下させる。これ等を老へると歩止身向上嬢としては薄鋸

を使擬以上にあさり幅の適正及均一化が問題であり上記の
如く工場雁依って異る事は之を散藩して歩止りを大いに政

6．製材と木材の利用合理化

・ 仁賀定

一

三

製材は木材･の第一次加工としての性質上木材洲M分野に

於て最も庶瓶閲に閥係してゐるので製材を合理的に行ふ

ならば現在遥総・枕木・合板・電柱材とし･て1年間に使用

せられる量に相常（1）する約800蔑滴の木材が節約せられる

可能性があ為。即ち劉凱．を經ずして利用せられ為杭木やパ

ルプ等は用材の約35％であり、從って1年間の用材約

9,000萬石の65％に當る約6,000萬石は一職製材を經て

更に次の加工が加えられる事腱癒る鯉>･所力淋野臆の調べ

に依れば"〕31995工場の平均製材渉止りは約65％である。

今之を75％にまで引上げ得るならぼこムに800蕊石とい

ふ大量の木材が節約せられる顎になる。では果して歩止り

を10％向上させ得る可筒雛が存在するか否かを以下匿い

意味の製材に就いて橡當して見よう。

〔工〕間接的影響（1）遥林・經管：素材の良否が製材

歩止り‘に影響する事は今更群論う-る迄もないが、節は挽曲

りを生ずる原因となったり木順法に影響を與え、曲りは背

板を多くして歩止りを低下させる等その影響する所は極め

て大きい。造林・經誉技術が改善せられるならば製材歩止．

りは自づから向上する。

②規格：現在の木材規緒は從來潰用の樹材種を分類

して出來た結果餘bにも多種多巖である。之を科摩的に猿

當し生産の立場からの指導性を加えて簡素化せられるなら

ば、製材工場の經管の困難性は大いに輕減進られ歩止り向

上にも役立つであらう。錐言乍ら之は遥材寸法合幽上の助
けともならう。

⑬〕工場設計及經誉：我為が工場を訪れると往為歴し

て4壗職城の能力が足らず大割磯械が厚い鋸を用ひて1I,"
を助けて居るの塗見受ける。之等工場の運搬を含めた機械

配澄を科學的に検討し合理化する必要がある。叉非瀞な騒

一〈
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誌上討論：木材利用の合理化は如何にあるべきか？

け、我國では高度の熱線で行ってゐる耳摺り等も上から光

が照らされてその光を最大挽幅力諏れる位置に動かすと鋸

も自動的にその方向を向いて耳摺が行はれるので誰れもが

簡蕊に且つ歩止恥く能率も上がり一菰三鳥の敷果を蕊げ
てゐる姉嘩と報じてゐるが､薄鋸を使ふ篤めにはそれ相應

の磯城器具が必要であり、自立を正確に行ふにも良い目立

機械器具が要る。叉鑑材車による場合と腹押による溺合と

で秋田杉2分3厘の製材遁挽むらを生じた率が前者でz1菖均

約1％であるに較べ･て後者で臓約3％となり“)腹押の機

械化による歩止りの向上等磯城の敵良､ﾘ院及び工溺主の此

の問題に對説る認識と養本投養が行はれるならばアメリカ

に於けぁ如く一石三鳥の成果を畢暁歩止りは大いに向上す

るものと老へられる。

以上色脅な黙を事げて鎖上りを向上させる方法とその可

能性を考へて來たが、此難の鮎を大小を脈はず工員､經醤
者､耐暁者が一團となって改善の道に努力する時現在製材

歩止りを75％に引き上げ年間800蔑石に及ぶ木材を

65％の節約する事も充分な可倉誰があり明かるい希望と希

望達成への剛みを感ずる次舘である。尚紙敷の關係上文献

の一部を抜粋するに止まった篤條件その他不明の個所は夫

夫の原文に鴬って戴かざるを得ない識お詑びす湯次第であ

る。筒本文を鍵めるに際し當場齋藤木材部長のこの問題に

關する論文敷篇を参考にさせて戴いた事を末筆乍ら深く感

意を表して錐を措く。

引用文献

の（2）：繩工業5糧5暁9頁及び同6巻9職8.9頁
⑬〕：木材工業5巻5錨57頁

の：木材窪業講習衝テキストプツク17頁

⑤：林業試験場釜淵分場試験抄報27髄

（の： 同上49號

(7) : recImologiedeSHolz : VonKOnman.

（8）： 日本林翠曾誌33詮3謡106頁

⑨：秋田縣立木材ゴ嬢指導所鍍書3輯23頁

αの：林業試溌場諦淵分場試験抄報39號‐

〔11）：木秘工業3巻3號48頁

（12〕：（5）と同じ。

（鱈〕：林業試験場釜淵分場試験抄報4鏡

〔14〕：東大農學部演習林7號別刷

(15):SoutllernljUmberman

〔1の：秋田縣立木工指導所叢書第1職18頁

〔称業試駿場末蒲郡〕

ｬq

善し得る見込が充分あり且政義されねばならぬ問題であ
る。

（3）挽上寸法及び歩出し：普通製制･をする場合原木は

多鐙の水分を含んでゐるので賎維製品となるまでに粗雷收

縮する。そこで製材をする場合それ丈の歩珊をする。例へ

ぼブナ床板で、含水奉10％の時3.4寸を得るには收縮の

ための歩増しを柾目1．3分遁柾1.6分板目3.5分といふ礎

瞼結果を工場で縄して居られる“が、製材するに鴬って樹

種や木目方向や製材挽肌等を精しく考慮に入れない爲必要

以上の歩増を行ったり、乾燥して寸法不足として等外に落

ちたりしてゐる顎が多い。叉溌材寧の歩出し力轆定より1

厘も大きくなつ､亡ゐる場合もあり．これ等の問題で2～3

厘の蓮はある糠に老へられ23番の鋸1枚分泣の無駄があ

ぉとすれば、歩増しに對する総躍的統計的研究や歩出しを

正確に行ふならば歩止，向上の上に大いに役立つと老へら

れる。

”製材･自立技術： 目立按術の良否は製秘能率･鋸
歯耐久度・挽肌その他に霊大な臘係を有することは衆知の

所である。叉製材手の技術も挽肌や能率と大いに關係し熟

練･未熟練電は挽幅が大きくなるに從ってその謹力球きく

現ほれ､挽巾40cmのものでは鋸鐵時間に於て前者が6.5秒

に對し後者が12.3秒と約2億もかムって居り〔10攻目立士

のA級とE級宅は鱗窒量力罪一定時間に220枕以上と159,枚
以下礎材が0.5％．と11.1％以上といふ大きな差がある(11)

事等技術の向上によって歩M量り、能率共に増大する。

〔の木頭： 同じ詞柄材を取る場合でもその木取挺依っ

て数％の歩止りの相違があるく”等木取法の適正が歩止り

脈影響する事はよく知られて為馬。更にこの場合同じ製材

歩止’でも柾目が多い時と板目が多い時とでは最絡歩止り，

が違って来る事は注意を要する。更に大切なることは目的

の製品艇對して遁鴬腫醗腿の丸太を使用す認である。例

へぱブナ床板製材に於て狸蛇"n證境として製品幅に對し

て歩止”鍵り且つ一殻にこれ以下では歩止りが急減す

る嘩瘻や巴挽で平角を採る場合末口1．2尺蓑で像当馳:b

が急上昇するがそれ以上では大して良くならないとか太鼓

落しをし這抜を探る場合鈴り樫に影響きれう言、最大歩止b

に角材を探らうとした時丸太の樫と共に除冬に歩止りが向

上Fする等の蜜激譲果鯉に見鴇如く､製品に對して遥鴬な径

の乱【夫を用ふる事はその歩たりを向上さぜる。之等雁對す

る研究と操作が進むならば歩止りの向上が期待出來る。

〔の機械器具：参考にアメリカの斑炭を見れば鐙材車

は最大誤差0.13mmの精度でポダンを押して鯛乍し､製材

の前に挽遁を約1寸位の深さで付ける裟紐があって鋸の鋭

利さを保ち、鋸の保存と木取を正確浜する鰯貯水池から揚

げられる時1時間8“間の長さの丸太の皮を剥く溌械を設
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めて枕木としての存在便値を無くすることのあり得ること

ば容易に想像される虚である‘殊にブナ材の如く傭心材腱．

防腐剤の注入が論んど不可能であるのに、この侭心材力錘

材部より耐久性がないと云う防腐虚理上誠に困った特性の

樹穂の場合にこの懸念がありうる課である。この對策とし

てプう秘・を始め多くの澗葉樹では伐倒後の切口或は造林後

の鱸出材部からの腐朽菌の侵害防止の篤に通常な防腐潮に

よる簡箪な識備的な防腐が蛮施されて防腐工場までに運搬

されるまでの腐朽が防止されること力窪ましい｡･幸なこと

には最近國鐡の研究所に於てこの溌備防腐薬剤及び仕耀

が作成されて穣極的に枕木の｡メー.カーに働きかけたので今

後この溌附防腐の敷果はやがて枕木の耐久年限の延長とな

って表現するものと考えられる。備この諜脆防腐を蜜施す

ることに於て枕木藍使用する鐵這側も健全枕木を縛ること

が出来るので有利となるのと同時に枕木の〆一カー自鐙も

繊收時に於ける腐朽による封郷率を著しく少くす･ることが

出来るのであるから大いに獄通すべきであって、枕木宗一 ‘
カー自艘もいと穣極的wこ乘出すべきである。ただここで少

しく懸念されることはこの諜備防腐を悪用する虞があり侭

しないかと云うことである。即ち初期腐朽の生じているよ

綴うな枕木を防腐剤で糊塗する手段にきれてはこの漂備防聡

の侭の精紳を胃演ずるものであって､一時は糊塗すること

に成功するかも知れないが、このようなことは將来への自

殺的行嬬であると云うことを銘記すべきである。 、

殊に我圃に於ては地勢急峻な山岳林の坂残された奥山の

開謹があらゆる方面から叫ばれているが､搬liIに困難性を

伴い健刷間を要する。即ち伐採から防腐工場まで運び込ま

れるのに早くてご数ケ月、普通6ケ月産要するので、この間
に漁鋪の商町､我國の氣鯛Ik況~Gは腐朽が進行し易いのであ

為｡･奥地林道の開發、その他運材･施設の披充等の政篭面と

共に澗娼撒材へのこの識備防腐の溌施は一人鐵道枕木謬面

のみなら･鋤らゆる方面からも蕊求されるべきものではあ
るまいか｡！

（2）,プレポｰﾘﾝグの全面的侭施・
防腐枕木の撤去原因の舗一を占めるものは未だ依然とし

て腐朽であ愚。腐朽の中でもレールの霞る部分の腐朽力翰

一を占めている。この種の腐朽は全部犬釘穴から始ったも

のと見倣すことが出来る。從って考えようによってばこの

部分をよく防腐すればこの種の腐朽侭よく”上出来る筈で

あって‘改艮さるぺき雛地が残されていることになる｡現在

までの加睡式注入法例えばペセル法の如きでもレールの雷

る附近まで防腐剤を注入造しめることは不可能であって、

,表面からある所まで防腐虚理された枕木でも．線路の現場

に於て犬釘穴の穿孔に際して未虚理部が露出されたり或は

叉犬釘と枕木との間の僅かな間隙から腐朽菌の胞子が雨水

、 7． 鐡這枕木の耐久年限の延

長策を圖伽

中村溺克哉●

はしがき

木材の合理的利用にほ色堂の方法力堵えられるであろう

が､木材を防腐することによってその耐久年限の延長を畷

ることは、最も鴬を後たものの一つであろう。イギリスに

於て1838年ジョン，ベセルカ鐡期的な加藤式木材の防腐

法を蕊明してから防腐木材の眞債が炭く認められるよう侭

なり、特に防腐枕木詮大量に使用する鐡道に於てば、之に

より著しい保線費の節約櫛われている､我國に於ても防
腐工業の發逵がブナその他の雑潤紫樹材の開拓に預って力

のあったことは事蛮であるが，未だ我國の鍛造枕木の耐久

年限力職米のそれに比較して著しく遜色のあるのが現況で

ある。勿論‘我國の鐵這枕木の耐久年限を欧米並皐に引上

げることは固よ.b困難でばあ講溌適鴬な改善策力轆用さ

れるならば、耐久年限の倍加を園ることは不可能ではない

のである。このことは鍛這自鎧の經誉饗、保線作業の安全

化の上からも緊急を要する問題であり、叉溌麓なる木材喪

源の節約の上からも大い雁注目すべき問題であろうと考え

られる。

枕木耐久年限延長具艘策

我國の鐡這枕木の耐久年限が欧米のそれに較べて大鵬P

分であると云う原因には多くの鮎が翠げられる。その一つ

一つについて総討してその對紫諸考えていては到底制限の

紙数内では及びもつかないことであるから頑要なもののみ

について鯛れることにした。

（1）識備防腐の連かな普及

國鐵の枕木として防腐枕木が大鳧的に使用され患ように

なった昭和の初年、この防腐枕木が除りにも早く腐朽する

と云う鐸があって枕木藍使附す場保線側から防腐枕木の喚
償が疑問脱されたことがある。勿論､防腐枕木の全部が数

年以内に腐朽して使用に耐えなくなったのではないが、中

には数年を出ずして腐朽したもののあったことは蕊蜜であ

る．このよヴに早く腐朽する防腐桃木は防腐剤を注入する

前に醜に腐朽が或程度進行し筵いたものである。鐵這力織

入枕木を検收する際に腐朽枕木を棄却はしているが、嚴諏

なる嶮收でも或程度の輕い腐朽枕木の混入は魂れ得ない

し、叉假令域收時は健全な枕木でも防腐工場までの輪溌期

間中、或は乾燥期間中腱輕麗の腐朽が生じた場合この枕木

に防腐剤を注入しても多くの場合防腐剛が中心部まで溌潤

しないのであるからその部分に介在していた腐朽箇はその

枕木を線路に敷設した後念に漫延して未虚理部を腐朽せし

《
や

”

●

《
「
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と共に溌入するに於ては忽ちに腐朽が開始されることは火 衝耐:の枕木では髄〈探川されている。要す鶏に從來の枕木

を見るより明かな事鐙である。かくしてこの犬釘穴から脚 の防腐虚理では心材のことが除り老へられていなかったの

であり、遥材部はよく防脚虚哩されても心材部では殆んど

表面から塗布した程礎のものが多かったのである。普通の

材でほこれてもよいのであるがブナ偶心材に於七は傭心材

部が麗理されないと云うことになると大きな問題となるの

である。そこで最少限度表面から2cm位までは虚理しよ

うとする』のがこの作業の目的とする虚である。以前國鐵に

於てもこの作業を行う機運に向っていたのであるが戦争の

湖じゃその他の關係で沙汰やみに溌つたのは誠に迩憾であ

朽が開始されればやがて犬釘支持力の城少となり、軌間の

狂いともな.って犬釘の打換を餘儀なくさせることになり、

釜盈腐朽を助長することになるのである、かく考える時。

防腐した枕木特に傭f銅奉の多いブナ枕木の如きでは腺路
に於て穿孔して犬釘を打つと云うのでは折角の防腐虚理の

敷も釜I誠すると云はざるを得ないのである。從って防腐す

る前に穿孔しておいて虚理すればその蕊蜘から防腐剤が

材の繊維方向によく謬潤するものであ為からこの餓隠が完

全に防止出来ることになる。尚この場合の穿孑蝿や穿孑腰 る。一繩には、戦前のドイツ遜りではこのイィ鍵を繊施L・て

さが大分問題になると思はれるが、狸はその線路で使用す いないからやる必要がない、それよりプレポーリングから

る犬釘の径より僅かに小とすべきであり、深さは裏面まで

貫謹さぜるとと力窪ましい。と云うのは從來の行き方であ
ると兎角犬釘打に際して枕木を割裂せしめたり、叉は材の

組織を溌被的に睡謙輔鍵して打誕が行はれて居り、その爲

に生ずる支持力の裁少が著しいのであるから出来る限り破
壊しない範函で支持力の大なるようにすること力哩童しい

のである。儲理想を云うな．らぱ、從來凌ぐ使用されている

行うべきであると云う考え方が温くなった篤にこの作業が

蜜現しないと云はれているがざドイツではこのｲ蝶を行朧

ない代りにブナ枕木の仕様諜に偶心材率の制限を設けてい

るのである。我圃のブナ枕木では偶心材率について何等の

制限を設けていないのであるからこの作業が必要になるの

ー

である。少くyともプチ偶心材部にインサイジングを施せば
O

それ丈の敷果はある筈である。 鰹

犬釘を至部スクリュースパイクに鍵えることである。それ “〕マツ枕木を御iｼすると同時にその戯の大巾の制

限

防腐枕木の中數愛的にゑて從恕霞ブナが多かったのであ

るが最近はマツが次第に多くなる陵向にある。マツ枕木の

更換原因の中注目すべきは喰込み即ちレー:ルが枕木え切込

んで行くことである。〈軌道整術心得によれば枕木えの喰

込象が30mm以上になれば更換することになっている〕。

は剃沐の壽命を延ばすことであり、軌道麹淵の上からも軌

間維持が容易となるから必要である。このプレポーリング

は欧米の先進園の鐵這枕木では夙に賓施されているのであ
るが・我國ではレールの種類並びに曲線部が多い等の鮎で

賛施されていなかったのであるが種成程曲線部は直綴部と

異ったケーヂの必要があるが、それでも片方のレールの磯

る部分はその儲使用出来るし、他方のレールの鴬る部分で

もプレボーリングの部分に込栓を施してそのプレ準－リン

グと同一繊維方向に穿孔し直して使用すれば技術上は解決
凪来る筈である。このようにすれば防腐剤のよく鯵潤した

虚に犬釘が打たれるので防腐虚理の敏が一段と發揮される

のである。欧米の防腐工場と云へば防腐虚理設術と共にプ

レポーリンを始め種盈の加工をする木工場が併設されてい

るの力轄識となって､\る。我國でも國鐵の防腐工場に川覗

このことはマツ枕木に對してはリユーピング法の如き総り

防腐剤を要しない防腐嘘理でも防腐魔理が完全に行はれて

いるとも見られるが、一面マツ材が枕木として十分の強度

を有するかどうかと云う本質的な問題を提供しているもの

と考えられる。このようにマツ枕木力殿械的に破壊されて

一

行くならばそれ相懸の枕木の弧化が必要になってくる。し

-ルと枕木との間にタイプレートを挿入してレールよりの

荷重を匿い面談で支持するようにすればこの喰込は大いに
模のプレー兼一リング茄殻力穀けられたと云うが､一日も

鯉減することが出来るのである。このダイプレートの併用
早く全防腐工場に木材加工場が併置されて種盈加工されだ

ほマツの如き軟材枕木には是非必嬰なものであるが出来う
枕木が防腐虚理されて、線路に於ては閑に取付作業丈が行

ることなら硬材枕木でも用いることが望ましい。之を併用
はれるよう‘にしなければならない。

すれば箪に喰込が防止されるの承ならずレールの片減りを

も”上出来,軌間の維持等あらゆる面から考えても都合が

よいのである。特に我國の如く輕軌膝の割に通過屯数や汽

關車の屯數の重い脇ではこのタイプレートの併用なくして

は職う掴fみの枕木の耐久年限を維持するには困難であろ

う。マツ材を枕木に許容した徴時は現在のように大避に使

用されるとほ譲想しなかったであろうが、現在のようにな

ると線路の安全率の上から城討すべき問題であろうと考え

〔‘3〕ブナ侭心材部の露出部へのインサPイジングの渡

施

インサイジングとは防腐工場へ運ばれた枕木を直ちに特

定な磯械に取付けた匁で或一定の距聞燗隔に傷を與えるこ

とである。之によってその傷の部分から防腐剤力穆潤し易

くなり、少くともその傷の深さまでは表面から一嫌に防腐

虚理しようとするものである。この作業はアズリカの鐡這

一〔30〕－
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られる。幸いなことにはマツ材はパルプ材と消費面が-弓致

する篤に今後は枕木として大量に使用されないだろうと云

,はれるが､更に穂極的にマツ枕木の數蹴を制限して行くこ

とが望ましく、使用するマツ枕木には必ずタイプし－1､を

併用しなければならない。このタイプレー'､の坐面も防腐

工場に併設された木材加工場で防腐前に削正されることが

必要であり、現在のように線路の現場で手斧で削っている

のではタイプ・レート使用の敷果は大分輕滅される．ものであ

る。

（5）一種枕木の溌止

國鐵の枕木の仕穰書にはクリ、ヒバ､ヒノキ等では素材の

僻の使用が許されている。之等ば一睡枕木と調われてい

る。之蝉の樹種は所謂耐久性樹種に他ならないからである

が､その耐久力なるも'のは之等の樹種の心材に限ることで

あって、遡材･に於ては普通の樹種と耐久力は大差のないも

のである。』[掘奉の高い之等の樹種の枕木は問題はないが

現在の如くに若木の4經木から採材された枕木だと一種

枕木の意味はないことになる。遜材率の高い一種枕木をそ

の侭使用するなら数年を出でずして所謂骸骨枕木となるの

である。最近のように一丁探りの一種枕木が多くなるので

は凡そ一顧枕木の意味のないことであってこの制度は連か

に腿こして防腐剛を注入すべきである。侭一種枕木に開通

して橋枕木に一言したい。橋枕木には現在大部分ヒノキ，

ヒパの優秀材が使用されているが、この橘枕木についても

この傾向力軟第に現ほれつつあるから速かに防腐虚理をす

ることが望ましい。從來防腐橘枕木を使用することは兎角

鐡橋の鐡材の塗料を溶解する如く稲えられたが、蕊もその

艇はないのであるから速かに防腐虚理に謹むべきである。

勿論防腐することによって架設作業の困卿職は増大する

が耐久力が大磯2倍になることを思えば大したこと壱はな

い。叉橘枕木にはヒノキの如き儲級材に代るにマツ材切使

用力澪えられるo(橋枕木では単位噛りの敷設丁數が多いか

ら喰込はあまり生じ踵い〕。

（6）他の材料で充営しうるだろうか？

木材を使用した枕木は多くの勝れた鮎を持つ力唯腐朽す

ると云う峡黙を持っている｡‘腐朽を生じない材料を用いて

枕木を製造すれば現在の枕木以上の耐久年限を期待出來壷

いだろうかとは誰でも氣の付くことである。この材料とし

て差し懲り考えられるのは鐡とコンクリートを用いた枕木

であろう。鐡を材料とした拠木は職洲の一部に相當使用さ
れたことがあり、我國に於ても信越線の繊川、輕井澤間の

アブ1､式腫間には現在でも敷設されている｡.成程鐵枕木は

木枕木のように腐朽もないし､湿度も大であるし､軌間の維
持も良好である等技術面からみて理想的のように考えられ

るが､腐蝕と云う木材の腐朽以上の峡黙を持っている。叉

使用中疲鍔も生じるし、大量に使用するとなると資源的に

木材以上の悶難性が伴う。戦前ドイツが鐵枕木を使用して

いたの‘も技術的の面と云うよりは鐡鋼臘辮紫と考えられた

節が多く、現在では殆んどその菱を濃している。叉コンク

リー1､枕木にしても數十年に亘って多くの人によって改良

が行われて来ているが､今だにレール]反材方法に依隠があ

ってその部分が創れ易く試識的使用の域左脱しないのが現

況である。叉塞冷に際して湿度力著しく低下する黙等大な

る安全率を要求される枕木としてはコンクリートそのもの

自艘が不適営と鵬ﾗｰる方がよさそうである。鐵枕木に於て

も致命的な腐蝕がレール部に生じる爲に混氣の多い燧這丙

等では防腐枕木以下の耐久年限の場合さえある。線路縦態

のよ･い腿でも20年以上の涛命を期待することは困難であ

る｡臘蝕防止の爲に塗装が考えられるが道床に接する部分
への再塗装は技術的にも困難が伴い、且つ木材に防腐剤を

注入するよ；に内部まで塗装割を注入する課には行かな

い。錐枕木では平均20年の耐久年限は期待出来るかも知

れないが、木の枕木でも前述の如き改善策が採用されるな

らば鐡枕木に近い耐久年限を期待出来さうであることは単

なる推論ではないのである。前述の如く欧洲に於て何故鐵

枕木から木の枕木へ韓換されたのであ為か?叉あの賞用的

の米國に於て何故にコソ･クリ～1､枕木が憧用化されないの

であろうか？答えは簡単である。要するに健全なる木材を

完全に防腐して弧化して枕木とするならば他の材料を枕木

にすよりも耐久年限に於ても遜色がないのみならず，その

他の黙に於ても木材が勝れた黙を持っているからである。

〔東京農エ大學緩學部林學科）

8‐ 東北地方に於ける燃料消費の

改善について

石 川 力

東北地方に於ける私共林業關係者にとってこの燃料薪溌

の問題は誠に大きな關心事であります。最近､生活改善普

及運動の面からもかなり活溌にその消饗節約を提唱してお

りますが一般にはなかな力想う綴に革新されない巖であり

ます。この理由はいろいろありましょうが、なんと言って

も瑠上にはまだまだ資源が襲富であると言う既成癖､そ

れに東北人特有の封建思想が大きな障害になってゐると思

ひます。賛源が蝋富壱あると言う誤った噸念についてはた

だに目に見える山舞が一向荒陵してゐないと言うことばか

り過なく、蜜際に家庭經濟の上にそれほど弧く影響して●
ないと言う黙にむしろ大きな原因がありましょう。私の調

査した賓料によりますと山形縣に於ては一般家計の支出に

示せる燃料費のパー･センテージは消強都市に於て11％､農

山村では6％に過ぎません。殊に農山村では燃料と言うも

“

《
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のをあらた麹て他から朧入Fするわけで厳く、自家努力・し とがどれほど有敷指あるかほ満洲開拓lC於てすでに立證さ

"…鰯蝿･尋雌聯峰……'蓬…'鱸震麗麓篝鱸簾鯉鵜蕊してぷるわけでもないので垂くこれを省る必要を感じてゐ

ません。叉診東北人の封建思想についてはここに敢えてと あることをつけ加えておきます。又謬東北人の封建思想についてはここに敢えてと あることをつけ加えておきます。.ません。ません。

かく冗述するまでもなくひとり生活改善普波蓮動ばか,りで 次に床下でありますがこのことにつきましては私の見聞

なく澱1どの革新運動の大きな障壁となってゐるところのも

のであります。ところ力東北紅住む私共にとってこの燃料

の問題がその糠に輕覗されて良いか、と言うと決してそう

ではありません。御承知の綴に11月早為山嶺の初騨詮見、

6月、蝿IIの雲しろ力輪れ去るまで約8ケ月と言うもの

は絶えず寒冷に晒されてゐる關係上その關心は食溌、衣料

に匹敵して決して劣るものではありません。しかし問題は

そうした地元消菱の面ばかりではなく、賓ほ全國の薪炭需

給の上に大きな役割を果してゐる生毒也として,の立場から

大いに露要覗されなければならぬと思う'のであります。即

ち第25次撲林省統計表により議すと東北6縣の薪炭材の

消喪鼠は約280萬石となってゐますが、もしここで20％

の節約をすることが出來たならば東京その他大消費地の燃

料窮乏を緩和し、ひいては國民經濟の上に相當のプラスを

癖すごとは明白であります。しかも東北地方としてはこれ

だけの收侭を現存する産業施設の中から餘分に獲得するこ

とが|;H}来るならば望外の幸せと言わなけれぼなりません。

叉別な考え方で､かりに從来の生産量と言うものが原則的
な施業計蜜をみだしておったと言うのであれば、それを規

整する上に於ても有效な数字壱あることは間蓮ひありませ

ん。この結果はいづれに致しましても弱鯵也方自魁の大き

な派畷であります。

でば燃料消謎の改善策としてどんなことが考えられる

か、と申しますとそれはやはり家屋職造の改善と保温蝿綴

の整術であります｡殆に農家に於けるそれはいわゆる職雲

寒冷地糟の特殊雲境と言うものを全く無覗じてゐると言う

ことはすでに識者が指摘してゐる通りであります。東北6

縣の人同統計を見ますと人口鯉戯に對する漢林業を生業と

する者の人口は約67％を示しております｡この数字からお

しても標題の對象を農家に求める私の意圃はあながち的外

れではないと信じ､てゐまず。東北地方に於ける挫家の家屋

構鐙について一番不備だと思われるのはなんと言っても天

井と床下だと思ひます。室内の温度を有效に保つために天

井を工夫しなければならないと言う様なことはあまりにも

術識的な話でありますが、しかもその天井裏を物識などに

矛岬しだらどんなに便利なことでしょう。迩溌な厚板さえ

求められたらこれを天井板としてその上に10.糎程度の乾

草を敷き更に5糎くらゐの土をあげるだけで立派に雌'二の

目的を達することが出来るのであります。むや承に壁を厚

くしたり、經餐のかかる二頑窓を作るよりもこれだけのこ

， した白系画シヤ人の彼等濁得の職篭による床下を参考にし

たいと恩ひます｡彼等の家の床下は夏と冬とによってその

撫?鰯繊鑪麓
装霞を異にしま

周に裾枠を持つ

あるひは鋸屑を鍵鼠して完全に床下の外氣を遮断し霞･;~b

この装置によって犀温された床下は彼等の永い越冬期の野
菊驍蔵庫になります。即ち彼等は灘めこの嫌な瀧想の下に

この床を地上50糎くらゐの高さにしてゐ室す。叉、この

雛蕊離
床下に室内の

組を考えてゐ

部取除きます

勘罐しく緩和され,|かつ床土が蕊聯されるので再び震びく
る冬のための完全熊貯職軍にしてゐます。

次に保温装廠の己とでありますが、このことにつきまし

競護繍雪態轍駕職墓鰹
に用ひてゐるわけもありますが､懐古趣衆の上からはとも

I

かくとしてこんな非交化的なそして不經濟な話はありませ
ん｡このことはすでに網墜衞生の面からも狼く改革を叫ば
れて久しいのであります力弦ｲ腫家たらんとずるわが園に

於てこの朧な生活蝋習を今以て改められないと言うことは

蕊凝議
以上の隷な採媛施設がその自然頚境の中から必然的に發逵

したことを考えるどき、なぜわ力東北地方のみその稼な進
● ○ b

歩がなかったか、理解に苦しむのであります。殊挺いろり

擬篭職騰
などは原始生活さ

施設や操作が簡蝿

不經濟な黙をもつ
■ ● ●

れろべきであつ･て、私共と致しましても「いろり、溌止す

べし』.との生清改善運動あるひは保健備生運動には積極的

に同調すべきであ惑と思ひます。

亥に雄郷酬議すが濃近｢歓良泳詑』と蕊するや
慧駕淫劉駕簿だ》雛凝堂
陰第一に鍬愈こ4第二に一定の鍋議を固定させるために
應用性に峡けるこ目第三に銅熱の利用を考えてゐ灌いこ

となどは大きな鉄黙看あると思ひます｡ただ在来の永蓑さ

《
一

凸

一
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誌上討論：木材利用の合理化は如何にあるべきか？

の極産の柚渦と云う現職と之に伴う國民生活の苦悩に指向

されている以上眞刺に老へそして解決されなけ･れぱならな

い。

森林法の施行によって極度に伐採制限を受ける我が國森

林の蜜態ではあるが､今迄の計識と疫際の消費せられた識

を推算するとき、私達の燃料生活が極度に林産喪源に依存

せざるを得ないことは否めない事唆看ある。

例を滋賀縣にとって没際統計と一般家庭の蹴際燃購職識

高を比較して見ると、昭和25年礎に於て識談の用に供せ

られた木材は約53蕊4千滴となっている。所が同じ昭和

25年度燃料消識蜜態調査による平均5人家族1戸あたり消

識量は約9石となっているので全縣下少くとも153蕊石の

木材が消蟹されていることとなり潜在的に100蕊芯だけが

消費されたことになる。この消喪疫態は緬査によると艇山

村に偏在していることは明らかである力靖I錨以外に之だけ

の木材が伐採消費されている愛情からみて、我力掴の森林

蓑源が日常生活の無駄の中に消滅していることは事礎であ

り、とのまL推移すれば蚕源の枯渇は案外早く訪れるので

はないか。

燃料消饗が合瑠&されず放瞳されている農山村、この對

策は撚料間題と云5－局面ならずもつと複雑なものである

照厳る行政的手段を行使してもその成果はあたかも線香

花火式で仲々その成果は期し難いものである、之は農村自

繼に萠す斌曾麹境にもよるだら”和し之に對麗する行政

据當者の熱意も問題である筈だ。

燃料對策は（特に農山村に指向されると思うが）絶へず

除為に啓蒙と宣傳を重ねる必要があらう。

誰者が合理化問題である秋雲地の山村を尋れた時ふとこ

の話力轤邊の話題となったが,｢燃料である薪は近くの山
いろり

で自由に採れるし叉若し遮で火をどんどんたかなければ屋

根(勿論かやぶき）が1年でくさるのでそんな消我合理艦

なんて机上のたわ言ですよ」と云われたが，なるほど考へ

て則Lぱ私が若し彼等の立場であったらそう老へるだらぅ

と愛な所で安協してしまつたもの躍

この問題は笑へぬ事獲なのである。生活様式が何年かこ

うして識いて來た彼等の生活に城の滴を一つ動かすにも何

か知れぬ愛著力謹っている。之を難なる法律や力で鍵へさ

せ得るか､､私は何か知らぬ悲哀を感じたのであるがと云っ

てセンチメンタルな郷愁はゆるされない、とにかく森林資

源は1日放糎すればそれだけ消耗するのだから。

燃料問題を木材利用合幽上の一頚として解決する途､之

批勿論國是として法制化すことも必要であるが、先づ行政

粥當者の眞劒な礎悟を持ってもらいたいことだ。

そうして私は具腿的に次のことを提案したい。

燃潅鯛錐を法制化すろは勿論、他の重要産業に對すると

に比べて層場所をとらないこと、燃料を節約すること，

衛生的であることなどが割合進歩的･露jると認珍られるの

でありま手が、しかしこの程度ではなかなか彼等の頑迷、

因循を善導3－ることは難しいと思ひます｡結局､施設經淡

を廉く、操傑應用を自在に診また燃料を節約すると言うと

の二つの大きな利便と、これに場所もとらず､術生的で、

美観を損わない様な工夫があれば永溌こそ東北地方にも
つとも相應しい探媛施設であると言えましょう。殊に民俗

的にも｢家｣を表徴;-る鍛雛その改良工夫によって、
東北濁得のものとしてながく博承したいものであります。

● ● ●

筒、叉このかまどについては白系ロシヤ人の用ひてゐるプ

リーターなど大いに参考になるのでありますがここでは省

略致します。ただプリー茨一を用ひますと極寒零下80度

の地方極於てずら1日の燃料がわづかに薪材15班程度で

濟むと言う事資を申上げて御参考に供します｡最後に一般

保温装置の整備についてでありますがこれは前述した家屋

構造の改善ときりはなして考えることは出来ません。天井

の改選でも床下の整硫でも結論的には同じ目的なのであり

ますから敢えてこれを瞳別してお話申上げる必要はないの

でありますが、私としてはこの一識保温装置として特に太

陽熱の利用を提唱したﾙ､のであります。しかもこれは未だ

利用化されてゐない太陽吸熱機などと言う様なものではな

く「もつとガラス戸をほらて太陽光綴を家の中に入れよ

ヴ」と言うのであり蓑す。

さて、以上申上げた嫌なことで果して脆切の目的でああ

ところの20％の燃料節約をすることが脳来るかどうか。

賞侭忍自身も疑問に思ひます。それよりはむしろ電力、ガ

ス、亜炭､石炭などの資源開發とその利用化を考えた方が

はるかに賢明であり、着寶であるかも知れません。しかし

今日のわが園に斯様な革的な科學化がそう容易く行わｵ鴫

ないと言うことは、惜しむべきことではありますが-應認

めざるを得堂せん。從って燃料としての薪淡が依然として

私達の生活から切り潮げことが出來ないと言うこと、震た

この全國的な燃料飢懲から容易に救われ難いと言う現鐵の

穣黙から敢えてこの溌な平素の持論を申上げて拳ました。

（山形縣称業經匿指導員）

《
】

堂重

《
』

9． 燃料消費の問題を中心として

－普及員

燃料問題がこれほど切賞な課題として國民生活上に大き
い影響を及ぼした時代は恐らくなかったことだらう。勿論

私達は戦時中の耐乏生活に於て随分この涜題になやまされ
かたよ

たが、之は軍需と云う叉は重要産業と云う二つの遍つた需

要によって餘儀なくさせられたことで、狼本的な資源の問

題によるのではなかった筈だも而し現在はその根本が資源

『
Ｉ

一〔33〕－

＝

、



総k討論：木材利用の合理化は如何にあ霧ぺきか？

伺壗3ケ竿なり5ケ竿計豊位の長期で而も確蜜な計謹を建

てること、

その中be蜜施したいことは先づ燃料消喪の資態を単なる

一時的なものでなく1年叉は2年位かムって集めることで

ある。

次にこの鑿礎の下に〔之は各地方毎に特色ああ方式を必

要とす為が〕果して消没合理化がどの位行はれ得るかの科

學的結論を以て各地賦村叉は部落に1乃至2の標準家庭を

もうけ、國庫補助叉は縣磯負掘でかまどの改良やらその他

日常燃料生活の合理化を行わせる、之等の家庭の賞態を1

年位で調査し、更に合理化の餘地あれば改良し、次.eその

部落､村と蛾める方式が儲も確賞と恩はれる。モデル地磁

の方式はすでにどの面でも行はれてい患糠ではあ患が､而

し役所式の極めて偏しだものであるから家庭經濟からしば

しば耐へられぬ職に感ぜられろ職が多いのでもつと徹底し

て施行する要があらう。

次にもつと燃料問題を研究する機關を充徴させることで

ある。

農林省からこの噸に家庭燃料合理(蝿間をやるから協

駕蕪翻慈脇話鴛駕難
結局今迄のありき縛りの賛料で所謂山の人が云う机上ブラ
シに経った、と云沿れることしか出来ないのである。燃舜

問題庭全く魂方的噂もので､一般的な蓑料にのみたよるこ
と健蓄を得ない｡燃料問題を少くとも各地瞳プ画ﾂｸ毎に
研究する機鍋を設置し賓料を蕊へ、そして熱敷奉り高い燃

焼器をその地腫別は考案すべきである。

誉及宣博

なくその地

その他法

牛の歩承の

ることは云

我力;國の

鑿i幾灘霊鱸＃
開する途は生産

私達の生活の中

れぱ是非行はね

一

一

酉

＝一一ー

第2風誌上討論

課題･…･･國土緑化の張力な推懲誠

稿募集

Iﾆすべきか？

原
噸

吾國全土の66"､2400萬町歩を占める森林の蓄獄は約63億石と蕊せられ拳が､毎年用薪材典の合計約2億石の
伐採が行はれ､加うるに撫也は年々襲来する台風鰯に依って眼挺見えな世､莫大巌損害を愛けて居る。即ち森林は國
土の保全､林産物需給の輔面から將來への大きな危瀕に課されて居ると言っても過言はない｡森林法の改正はその

對策の一端として大きな役割を持つことは云うまでもないが-労國土の絲化鯛り吾鳧の分野である林業界のぶな

‘朧ず麓《書が鐵餐誌睦麺じて擬く'離れて囑為匡錨今圖耀議…叫｡然し今……遮"かけ
迅藤の割合に変綴の見るべきものが少いのはどんなことに因するのであらうか。，

之を湿力に推進するための方策一政策、經濟事晴、指導方針、その他種燕永職に於て－の検討さるべき餘地

《
一

②

力謹って居るのではなからうか。 、

過去の臘験から或は高い學識や推理から、その他夫鳧‘の立場から種凌な角度

い｡

に於て此の問題に脇して討論された

(規定） 締切3月末日迄

原稲用紙②00字詰〕10枚前後

懸募者の住所、氏名、職業を明記のこと

但し誌上④匿名は差支ない 、

原稿の採否は本會に--任のこと

採用の分は薄謝を贈呈する

●
●

●

１
２
３

画
ロ
鍔
．

＝

●
●４

５

◆

業技術協會本林職團法人日
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これから1森林随當り所要没を算出して見ると約1.7萬

枚運用紙代及印刷費は1．35蔑圓を要する事になる。この

割合でゆくと至國2071森林瞳に於ては約3520蔑枚(B.4

換算〕印刷斐及用紙代〔1枚営算出単価1.1園)は3872蔑

圓を要する事になる。この外に林醗隠における紙の消識と

縣で購入した法規關係冊子の徴用を合算すると莫大であ

る。鳴呼1バルブ會斌印刷曾献蔑畿である。

どうですこれで森林法がパルプ・生産に及ぼす影響につい

てほ堂おわかりでせう。

伐採調整が伐採強化になり兼ねます。チヨツピリの族謹

さえ出して置けば經瞥指辨髄がうまくやれると思って居ら

れる赫野歴が先づ頭琵切り換えあ必要がある。

鳴呼11法律はかくも

紙を喰5ものか!！

（その二）なんとかなるでせう？

森林法に基づき,伐採調整は蛍施されます。このために伐

採調整資金が長期低利で借りられます、これは所有者にと

り有難い事に違いない。迩伐末流一利用伐期以上の普趨ホ
ヴ

所有者は借りられる課だが甑に炎金も準備され、第一歩を

踏象出した事については同慶の至りである。

こんな場合はどうなります？例えば伐調黄金を借りた

森林が國土保安上の必要から制限林の指定を受けた場合一

鴬然指定されたら、借りた金は支沸はねばならない外に適

伐に達した森林をもってゐる人はこれを喪って支沸うだら

う。もしこの森林が虎の子のような大切な唯一の森林であ

った場合はどうなります？伐採しようにも適伐浜達しな

いから許可が得られない。勢い家を蕊るか牛を変らねばな

らない。森林法には制限林に指定した場合の園の補彼の條

丈がある。それではどの程度補横して麓えるでせうc今迄

は保安林は地租減菟の特黙があったように詑臓する。この

程度では借りた金は郷えない。こんな話が必らずしもない

とは云えません。こんな場合何んとか救濟の方法はあり茨

せんかね、皆様のお智恵拝借･………・・

伐採調嬢資金が伐採鋤bや無職伐採に發展しては犬鍵で

す。その時はその時で何んとかなるでせうと云った人があ

る。それは時日が經過すれば叉何とか名案〔謎案？〕が浮

ぷでせう、貧乏風日本でさえ何んとか立直りつ典ある。

伐採調整資金よ、もっとしっかり願います。そして明る

い緑の國土を築きませう。 〔26．11．16〕

（錐者・岡山僻林政課）

占部武之

（その一）森林法がパルプ生産に

及ぼす影響

題目は硬苦しいが。私はこLで森林法の改正がパルプ生

産に及ぼす影響について伐採調盤によるパルプの需給關係

を論じようとする趣旨は毛頭ない。こう云う大論文は然る

べき難問家に{雁せて霞けぱよL,。それではこの題目で私は〃

何を語らうとするか飼以下私の述べることを讃んで頂くと

成穰朴噛パ'Lプ生産？に及IW影欝ありとお感じになる人

が多いと思う。と云うのは森林法がパルプ生産を助長して

いる。もつと箪的に申上げると、パルプ曾悩:をもうけさせ

てゐると云う事壱ある。

パルプ曾社の方匙はもって|膜すべ．しである。伐採調整の

方も適正伐期をあんなに下げられては、パルプ曾祓として

は手ぱなしの喜び方と察し謡-°それはそれとして森林法
が改正され殖伐調竪の第一歩を踏み剛してから一磯どの程

度の紙を使っただらうか例を岡山縣にとって申述べたい。

法的に叉はこの賓料IwI銭に必要なものを現在迄にどの程度

作成したかを述べて見ると

施業計謹用紙 噸枚

(B･4版換算以下同じ〕

鐡施計識用紙 1茂枚

森林現況申告書 15蔑枚

伐採届出書 4蕊枚，

伐採許可申請書 2蕊枚

〃 迩査醤 1蕊枚

〃 遜知書 1蔑枚

自家用林申諭醤 30蕊枚

〃 熾議譜 20蔑枚

〃 通知醤 20蔑枚

時用林申諦奮 、 0.6蔑枚

〃 礎査謡 0.3蔑枚

〃 邇知番 0.3蔑枚

造林、伐#諏整郷用紙 1.0蔑枚

計 101.2蔑枚．．，

先づさつと100萬枚を要してゐるこ⑳外に森林法關係會

議資料その他割駿料用紙として約20蔑枚を愛してゐるこ

とになる。これに要したﾊj紙代及印刷徴はざっと96萬圓

である。
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鬘震仙匹皿
の臘駁で侭カラマツは無日除では著しく成長が阻害され且

つ得苗率を減少することが賓證されて蕊りゆ､frう雷.カラ
マツの育苗には日除を必要とする〔51，“>脳〔7ｼ、〔の。す

なわちカラマツ育苗の本場である信州川上村の寅地家井手

喜重(7）も、青森瞥林局編苗畑提要（6）にも特にこれを
強調している。

日除の高さは45cm以上なるべく高く水平に架し､遮光
度は40%程度とし降雨または曇天の場合及び夜間には取

りはづすの力理想である。期間は發芽出揃い後から8月中

旬までとする(7)、（8）。
因蕊に潅水によって日除を省略することができ、しかも

優良苗木すなわち目的の形態大さにできるだけ短期間に、

經濟的に育成され特に耐病性のある丈夫な、活着のよい苗
木が得られるかどうかに畷しては目下林業試験場で研究検
討中である。 (11.25,195r)

丈献

（1）中村蟹太郎、蜜蔑育林學､239〔19”
（2） 〃 造林學概論、39．75．132（1949）

（3）金谷與十鄭、日林誌26<12〕、8α9坐）

（4）本多靜六､遙林學要論、138(1928>

（5）明永久次郎､農村林業､75.81(1951〕
（6）青森螢林局ｯ苗畑提要、256（1949）
（7）井手喜重､落葉松栽培法､26.27(上99〉
（8）田添元､北海謹三於ケノと主要造林構種ﾉ苗木泰

成法丁北大演習林蕊報､32(1936）
（9）藤鳥信太郎、造林學講義、153（1950）

遠慮なく何でも訊いて下さい。それぞれの椛威着

に依頼して明快な回答をして頂きます〔鯛集室）

シ卒ミの果賓活用方法について

(問） 兵庫縣森林組合連合會

木購科に臆するシキミ(MiciumanIsatumL.)の果獲
ほ相鴬猛毒を有するものですが､之を薬用叉は殺虫測等に
利用する方法はないものでせ･うか？

(答） ホ鐸獄除場藤田信夫

シキミの霊が有毒である事は知られていますが之を利

用する上應は其毒が何であるかそしてどんな毒性かを知る

必要がありましょう、此毒は果蜜､葉､樹皮に含まれ、古
くはアイクマン氏が「シキミン」と名づけ近くは三崎氏が

「ハナノミン」と名づけているもので其他「シキミI､キシ
ン」があり「シキミン」は温水に可溶で｢シキミ 1､キシン」

は冷水に可溶であります共に人及家畜に猛毒物で其毒性は
痙れん毒すなわち激しい痙れんを起すも.のです。

さて利用薄す力批果盗を水蒸氣で蒸溜すると毒性のある

汕がとれます毒成分は油に對して約ユ％含まれています油
の收澄は果資の重愚の約0.4%~0.6％ですfそして其成
分は濁乙シンメル會賦の報告では次の綴になっています。

1． チネオール溜分 21.66％
2． リナロール（？〕〃 9．00

3． ザーフロール 〃 36.60

4． オイケノール職斌〕其他の成分〃17.20

5．残溜物 16.60
湘分の3を零下18｡Cに冷却しますとサフロールの結晶

が得ら‘れます、此成分表から見ましても香料とし､て利用出

来る綴に思われます、が收油率が少ないので現在としては

相懲旺鴬りについて高侭になりましよ．う。戦零前には此精
油が中華民國やイン､ド､香潅侭織出せられていましたから
今後も或は需要があるかも知れないと恩ひます。

蕊用、殺虫剤としては未だ研究されておりません力喋の
方憶古くは薬用として用ひられた記録があります。以上

からまつ霞き付床の無日除について

(問） 長野縣林業技術普及員高．橋邦夫

からまつは最陽樹で耐悪性も強い故皐遮にも弧いと云い

ますがそれで民間養苗者としてコス1,の低減及び除草、消
毒の簡易化を計るため日除なしで經誉したいと思ひますが
如何ですか？

藤島數授は日除なしの方が湿健なる苗木力清成出来る
〈回答註9〕と云っています。（皐慾に遜遇する時は勿論

日除の有ったにこしたことはありません｡）

(答） 林業試験場造林部坂口勝美

カラマツはアカマツよりも耐陰性力遥か腱懸いと河田燕

氏催述べている（1〕､(2)､（3）が、現在一般にはカラマツは
最陽樹と劉職されている(2).”｡従って陽樹であるアカ
マツ・クロマツの育苗には日除の必要がない⑮)、（6）の
で、カラマツも同様であろうと解され易いが、多での糊11l
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新刊紹介

三好東一「瞳ノキに關する材質の生態的

研究一理燃學的性質に關する調査試験
昭和26年11月、長野醤林局刊

B5判新綻ii+216頁、圖47､嶌眞22

本研究は元東京大學教授三好東一氏の帝室林野局赫業試
験場在職時に於ける多年の舟擁を坂纏められたもので、之
に韮き､昭和20年4月農學陣士満受與せられ勘更に昭和21

年日本農學曾農學賞力張與されたものである。此の研究の
中ヒノキ林の生育蕊境の分類及びその指漂化に就てはヒノ
キ材に開する材質の生態的調査（第一報)_1(帝室林野局林

業試験報告第二稚箆一號昭和7年'2月〕・ヒノキ林の解剖
學的性礎に就ては「同室(第二報)」(第二巻第三雛昭和9

年12月）として刊行公表されてい為が同研究の主鐙をな
すヒノキ材の理化學的性質及び総論に就てば未發表そあっ
た。此の度長野誉林局に於て理化學的性質の部分を刊行配

布されたことは、學界業會の爲に極めて意義あることL考
えられる。本譜は材・の理化學的燵質を康く徹底的に考究し
前記の報告の結果と棚侯ってヒノキ材の優秀性測定の基準
及びヒノキ育成上の指標を輿えているものである。

筒本書は「東京大學農學部演習称報告」第四十號に登載
され、叉同一のものを三好博士還暦記念事業に於ても一殻

に頒布する事業を行っている。
總論に關しては長野蟹林局に於て刊行され、叉演習林報

告第四十二號に登敏三好博士記念事業會に於ても頒布の溌
定である。 （紹介一一zI罷井信二）
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NoV、22 8yracuse大學にて

集募生學塩谷 勉
－

1952
－

慌しく廻っている中にアメリカの旅も後半に入りました
日本もそろそろ木枯の頃かと存じますが､當New.York
州も北半はすっかり雪紫色となりました。1晩泊りで篭シ
ラキコ.－スから、カナダ圃境に程近いWanfIkenaという

虚のFOreStRangerSchoolに行ってきました。浮世離れ

た風光明眉の閑寂境で32人の學生が1年間Onighschool
卒業後〕教室と溌習を半為に侭也に即した教育です。1912
年といえぽ此種識育の草分けです。900人の卒業生の中に
は甑に相欝の地位になった人もいます｡雲糎埋れた澗葉樹

林の中、遜扇成で蝿采、玉切、集材、巻立までやってのけ
るのを見ました。キヤ顔ピラーで集赫から糧立までやるの

は至極便利です。こうして働いてそれに對する賃金を異え
られ寄宿舎の費用を亥辨しています。濃械化の進んでいる
ことは勿論ですが､こLで話纒開いていたcl'Rinsa蒲もや
ってみせてくれました、一番大型な重さ45kg位12馬力、

値500弗とかいう奴です。1尺練の丸太をあつ迄いう間に
玉切りしましたが、鋸屑は何と4分位の厚みでず。勿篭な

いといえば勿魁ない次第です。

"Syracuse大學臓御承知の如く林産本位なのと、附近
にパルプ製紙の工場も多いので目~『は右田教授が忙しそう
です。今迄の所殆ど禿げた所が脈いので荻原教授は卵瑚
足りない滕ですがSPokeSmanとして活躍しています。岡

崎教授もヂツクリと撰伐を論じ傍ら鎧園學など見ています
林政方面は大學には特別注目すべき人が居らず、むしろ林
野行玖關係にいるのですが、私iこはfreSImjanとして何で

も力越眼の種ならざるはなく忙しく樂しく廻っています。

（筆者・九式霊〕
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編集室より

◇本號も叉印刷が後れ､發行が一月②末になってしまった。
深くお詫び申上ます｡次競以下に於て何と力鞭戻す嫌に努
力したいと思う。◇奮年内に森林記念館の建築が細部笹捜
して略を出来上ったので新年早々新事務所に移縛したこと

は別項の樹験拶通りである。此所錘町⑳一魚、閑靜な高蕊
に木の香も新らしい記念館はまだ充分に出来上って居ない

が、治山會館のあの狭ﾙ､2年やの一室から解放されただけ
でもすっかり割蛎局の氣分は一新した筈である。これから

は大いに仕事の能率も上ることだらうL，愈盈會の使命達

成に謹進,~eきると思う、◇記念館の落成式臆30周年の記
念式典と併せて來る3月22号日に琴行することに決定し
た。詳細の計溌については茨號で袋告の議定、◇會員一同
の協力と其の他からの絶大な支援に奥って出来た此の記念
館は穂昌rな憩賑に於て大いに活用して頂き度いと恩5，
◇本雛は懸鴬論文の入選作品及び木材利用合幽上に開する
誌｣剰諭そ②他､佐職鮴士、李田博士、中村博士、撫藤教

授からの祇極的な御投稲を頂胆､て本誌の新年號にふさはし

い内容だと自負する。◇次號には叉新新氣鋭の各氏の目鞆
しいところを大いに御紹介ﾗｰる議瞳である。

9

！ 昭和27年1月5日印刷 頚便40圓
昭和27年1月10日發行 （邊料共）

林 業技術 第118蕊
（改題第26銭・發行部数11,300部〕

編集發行人松 原 茂
印刷人水野義男

印刷所三立印刷株式曾社
一一－一一一一一〃ｰ一一一一三一一一一一一

行所 肚團法人日本林業技術協會發

’東京都千代田厘六番町7番地

甑話 、振替東京60448番’

‐
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移樽御挨拶

森林記念館の建設工事が略々完成致しましたので取り敢へず

新年早々に本會事務所を下記に移轄致しました。

謹んで御挨拶申上主す。

尚電話の移蒋は目下手續中であります。御不便をかけますことをお詫び
申上或す。

昭和27年’月 祗團法人日本林業技術協會

記

移轄先 東京都千代田厘六番町七
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